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沿 革

安政４（１８５７）年１１月１２日，オランダ軍医ポンペ・ファン・メールデルフォールトが，幕府医官松本

良順をはじめとする１２名に対し，オランダ語による医学講義を開始した。この医学部の起源である医学

伝習所の設置が長崎大学の創基である。

安政４．１１
（１８５７年）

・医学伝習所設置

萬延元
（１８６０年）

・市民対象の病院機能，化学・薬剤，図
書館，解剖施設，臨床実習機能を完備
した養生所を開設（長崎大学病院の起
源）

文久元．９
（１８６１年）

・養生所を拡充して医学所を養生所横に
併置（医学教育機関としての整備が完
了）

慶応元
（１８６５年）

・養生所を精得館と改称。１０月，物理・
化学などの基礎科学教育機関である分
析窮理所を設置

明治元．１０
（１８６８年）

・精得館を長崎府医学校と改称

２
（１８６９年）

・長崎県病院医学校

４．１０
（１８７１年）

・長崎県病院医学校が文部省所管となり，
長崎医学校と改称

７
（１８７４年）

・台湾出兵により，長崎医学校廃止。病
院は藩地事務支局病院となる

２ ・官立長崎師範学校設置

３ ・長崎県小学教則講習所設置

８
（１８７５年）

・台湾出兵終了により，藩地事務支局病
院の建物等が長崎県に復帰。政府補助
のもと長崎病院を設置

２ ・長崎県小学教則講習所を養成所と改称

１１ ・官立長崎師範学校附属小学校開設

９．１
（１８７６年）

・養成所を小学教師養成所と改称

５ ・小学教師養成所を長崎県公立師範学校
と改称

６ ・長崎病院内に医学場を開設し，医学教
育機関が再開

１０．４
（１８７７年）

・長崎県公立師範学校を崎陽師範学校と
改称

１１．１
（１８７８年）

・長崎病院医学場を長崎医学校と改称

２ ・官立長崎師範学校廃止。建物及び備品
は長崎県に移管

６ ・崎陽師範学校を長崎師範学校と改称

１２．１
（１８７９年）

・長崎医学校を県立とし，長崎病院を医
学校附属に代用

１６
（１８８３年）

・文部省令医学校通則に基づいて，長崎
医学校は甲種医学校（卒業後無試験で
医師免許を授与。全国で１３校）に指定
される

１７．６
（１８８４年）

・長崎県女子師範学校設置

１９．４
（１８８６年）

・長崎県女子師範学校が長崎師範学校女
子部となる

６ ・長崎師範学校女子部に附属幼稚園を設
置

６ ・師範学校令が公布され，長崎師範学校
は長崎県尋常師範学校と改称

２０．８
（１８８７年）

・中学校令に基づいて第五高等中学校医
学部を設置。９月，長崎医学校は廃止

２３．６
（１８９０年）

・第五高等中学校医学部に薬学科を設置
（薬学部の起源）

２４．９
（１８９１年）

・西彼杵郡浦上山里村に第五高等中学校
医学部，同薬学科が新築移転（坂本キャ
ンパスの設置起源）

２７．９
（１８９４年）

・高等学校令に基づいて第五高等中学校
医学部は第五高等学校医学部及び同薬
学科と改称

３１．４
（１８９８年）

・師範教育令に基づいて，長崎県尋常師
範学校は長崎県師範学校と改称

３４．３
（１９０１年）

・専門学校令に基づいて，第五高等学校
医学部は第五高等学校から分離独立し
長崎医学専門学校及び同薬学科を設置
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３６
（１９０３年）

・長崎県立長崎病院に附属看護婦養成所
を設置

３８．３
（１９０５年）

・長崎高等商業学校を設置（経済学部，
片淵キャンパスの起源）

４１．４
（１９０８年）

・長崎県師範学校女子部が長崎県女子師
範学校として分離独立

大正６．５
（１９１７年）

・長崎高等商業学校に海外貿易科を設置

９．１１
（１９２０年）

・長崎高等商業学校に研究館が寄附され
る（現在の瓊林会館）

１０
（１９２１年）

・長崎県実業補習学校教員養成所を諫早
町に設置

１１．４
（１９２２年）

・長崎県より長崎病院が国に寄附され，
これを長崎医学専門学校附属医院とす
る

・附属医院に助産婦及看護婦養成所を設
置

１２．３
（１９２３年）

・官立医科大学官制によって長崎医学
専門学校は長崎医科大学に昇格し，附
属医学専門部及び附属薬学専門部を併
置

・長崎医学専門学校附属医院は長崎医科
大学附属医院となり，助産婦及看護婦
養成所を併置

１４．４
（１９２５年）

・長崎医科大学附属医学専門部廃止

昭和３
（１９２８年）

・長崎県実業補習学校教員養成所に水産
科新設（水産学部の起源）

４．２
（１９２９年）

・長崎医科大学附属医院助産婦及看護婦
養成所を産婆看護婦養成所に改称

３ ・長崎高等商業学校に貿易別科設置

１２ ・長崎医科大学附属野母臨海実験所落成

１０．４
（１９３５年）

・長崎県実業補習学校教員養成所を長崎
県立青年学校教員養成所と改称

１２．４
（１９３７年）

・長崎県師範学校，西彼杵郡西浦上村に
新築移転（現在の附属小・中学校敷地）

１４．５
（１９３９年）

・長崎医科大学に臨時附属医学専門部設
置

１７．３
（１９４２年）

・長崎県青年学校教員養成所女子部を諫
早高等女学校内に開設

３ ・長崎医科大学附属東亜風土病研究所設
置（熱帯医学研究所の起源）

９ ・長崎高等商業学校研究館を大東亜経済
研究所と改称

１８．４
（１９４３年）

・師範教育令改正に基づいて，長崎県師
範学校・長崎県女子師範学校が統合さ
れて官立長崎師範学校となり，専門学
校水準に昇格

１９．３
（１９４４年）

・長崎高等商業学校を長崎経済専門学校
に改称

４ ・長崎経済専門学校に長崎工業経営専門
学校を併設

・師範教育令改正に基づいて，長崎県青
年学校教員養成所（男子部・女子部）
は官立長崎青年師範学校となり，専門
学校水準に昇格，長崎県青年学校教員
養成所水産科は廃止

・長崎医科大学の臨時附属医学専門部を
附属医学専門部に改称

２０．６
（１９４５年）

・長崎医科大学附属医院産婆看護婦養
成所を厚生女学部に改称

８ ・長崎市に原爆投下
長崎医科大学（附属医学専門部，附属
薬学専門部を含む）８９７名，長崎師範
学校５４名，長崎高等商業学校２７名，長
崎青年師範学校１名の計９７９名の学生，
教職員が犠牲となる
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・原爆被災後の復興の歴史は次のとおりです。

２１．４
（１９４６年）

・長崎工業経営専門学校廃止。大東亜経
済研究所を産業経営研究所と改称

・長崎医科大学附属東亜風土病研究所，
同風土病研究所と改称

２２．３
（１９４７年）

・長崎医科大学附属医学専門部廃止

５ ・長崎高等学校（旧制）設置

２３．４
（１９４８年）

・長崎青年師範学校に水産科再設置

２４．５
（１９４９年）

・国立学校設置法（昭和２４年法律第１５０
号）により，旧制の長崎医科大学，長
崎医科大学附属薬学専門部，長崎経済
専門学校，長崎師範学校，長崎青年師
範学校，長崎高等学校を包括し，学芸
学部（甲類・小学校教員養成科，中学
校高等学校教員養成科，乙類・小学校
教員養成科，中学校高等学校教員養成
科），経済学部（経済学科，商学科），
医学部（医学科），薬学部（薬学科），
水産学部（漁業学科，水産製造学科，
水産増殖学科）の５学部に附属図書館
を置き，風土病研究所が附置され，学
部附属の学校又は教育施設として，学
芸学部に小学校，中学校，幼稚園，医
学部に病院，病院分院，看護婦養成施
設を持つ新制長崎大学を設置

昭和２５．３
（１９５０年）

・長崎高等学校廃止

５ ・大村一般教養部，長崎一般教養部を統
合して大村分校設置

２６．３
（１９５１年）

・長崎大学商業短期大学部併設

・医学部附属看護学校設置

・長崎医科大学附属薬学専門部，長崎経
済専門学校，長崎師範学校，長崎青年
師範学校廃止

６ ・厚生補導部を補導部と改称

２８．３
（１９５３年）

・学芸学部が長崎市大橋町に移転（現在
の文教キャンパス）

４ ・水産学部に専攻科（特設専攻科）設置

２９．４
（１９５４年）

・長崎大学大村分校を長崎大学分校と改
称

・経済学部に経済学専攻科設置

３０．４
（１９５５年）

・医学部に講座制施行

・大学院医学研究科設置

・医学部に附属助産婦学校設置

３１．１
（１９５６年）

・補導部を学生部と改称

４ ・薬学部に薬学専攻科設置

３５．３
（１９６０年）

・長崎医科大学廃止

４ ・水産学部に水産専攻科設置

３７．４
（１９６２年）

・医学部に附属原爆後障害医療研究施設
設置

３９．４
（１９６４年）

・教養部設置（分校廃止）

・水産学部に附属練習船「長崎丸」設置

４０．３
（１９６５年）

・薬学専攻科廃止

４ ・大学院薬学研究科設置

・学芸学部に学芸専攻科設置

４１．４
（１９６６年）

・保健管理センター設置

・工学部（機械工学科，電気工学科）設置

・学芸学部を教育学部と改称，これに伴
い学芸専攻科を教育専攻科に改称

４２．４
（１９６７年）

・教育学部に養護学校教員養成課程設置

・薬学部に製薬化学科設置

・工学部に構造工学科設置

６ ・風土病研究所を熱帯医学研究所と改称

・水産学部に附属水産実験所設置

４３．４
（１９６８年）

・経済学部に貿易学科設置

４４．４
（１９６９年）

・工学部に土木工学科設置

１２ ・電子計算機室設置
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４５．４
（１９７０年）

・水産専攻科改廃止（漁業専攻中の特設
専攻科を遠洋漁業専攻と改称し，漁業
専攻，水産製造専攻，水産増殖専攻は
廃止）

・大学院水産学研究科設置

・工学部に材料工学科設置

４６．２
（１９７１年）

・附属図書館の整備統合（教育学部分館，
薬学部分館，水産学部分館，熱帯医学
研究所分館廃止・経済学部分館，医学
部分館は従来どおり存置）

４ ・教育学部に附属養護学校設置

・経済学部商学科を経営学科と改称

・大学院薬学研究科に製薬化学専攻設置

・工学部に工学専攻科（機械工学，電気
工学，構造工学）設置

４７．４
（１９７２年）

・工学部に工業化学科設置

５ ・医学部に附属原爆医学資料センター設
置

・薬学部に附属薬用植物園設置

４８．４
（１９７３年）

・水産学部の漁業学科，水産製造学科及
び水産増殖学科を水産学科に改組

・工学部工学専攻科に土木工学専攻設置

・教育学部に附属教育工学センター設置

４９．４
（１９７４年）

・大学院水産学研究科漁業学専攻，水産
製造学専攻及び水産増殖学専攻を水産
学専攻に改称

・工学部工学専攻科に材料工学専攻設置

・教育学部に幼稚園教員養成課程設置

・医学部附属原爆医学資料センターを医
学部附属原爆被災学術資料センターと
改称

・熱帯医学研究所に附属熱帯医学資料室
設置

５０．４
（１９７５年）

・水産学部に附属練習船「鶴洋丸」設置

６ ・排水等分析センター設置

５１．４
（１９７６年）

・工学部に電子工学科設置

・大学院工学研究科設置

・九州地区国立大学島原共同研修セン
ター設置

５２．４
（１９７７年）

・工学研究科に土木工学専攻設置

・工学専攻科廃止

・歯学部創設準備室設置

・商業短期大学部商業学科を商経学科
（経済・法律専攻，経営情報専攻）と
改称

５３．３
（１９７８年）

・ＲＩセンター設置

４ ・工学部に機械工学第二学科設置

５４．４
（１９７９年）

・熱帯医学研究所に附属熱帯性病原体感
染動物実験施設設置

・附属図書館医学部分館を医学分館と改
称

５ ・情報処理センター設置（電子計算機室
廃止）

１０ ・歯学部歯学科設置

・歯学部創設準備室廃止

１１ ・排水等分析処理センター設置（排水等
分析センター廃止）

５５．４
（１９８０年）

・医学部に附属動物実験施設設置

・歯学部に附属病院創設準備室設置

５６．４
（１９８１年）

・工学研究科に電子工学専攻設置

５７．４
（１９８２年）

・歯学部附属病院設置

・歯学部附属病院創設準備室廃止

・商業短期大学部商経学科の専攻課程を
２専攻課程から３専攻課程（経済専攻，
経済法学専攻，経営情報専攻）に改組

５８．４
（１９８３年）

・工学研究科に機械工学第二専攻設置

・医療技術短期大学部創設準備室設置

・国際交流会館設置
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５９．４
（１９８４年）

・医療技術短期大学部（看護学科）併設

・医療技術短期大学部創設準備室廃止

・商業短期大学部を商科短期大学部と改
称

・水産学部水産学科１８講座を６大講座に
改組

１０ ・医療技術短期大学部に理学療法学科及
び作業療法学科設置

６１．４
（１９８６年）

・医学部附属看護学校廃止

・大学院歯学研究科設置

・薬学研究科に医療薬科学専攻（博士課
程前・後期）設置（薬学専攻及び製薬
化学専攻を改組）

・薬学部の薬学科及び製薬化学科を薬科
学科に改組

・教育学部に附属教育実践研究指導セン
ター設置（附属教育工学センター廃止）

６ ・計測・分析センター設置

・外国人留学生指導センター設置

９ ・環境保全センター設置（排水等分析処
理センター廃止）

６２．４
（１９８７年）

・医学部附属助産婦学校廃止

・工学研究科に海洋生産開発学専攻（後
期３年博士課程）設置

・医療技術短期大学部に専攻科（助産学
特別専攻）設置

６３．４
（１９８８年）

・大学院海洋生産科学研究科（後期３年
博士課程）設置

・大学院工学研究科海洋生産開発学専攻
は，海洋生産科学研究科へ移行

・工学部電気工学科及び電子工学科を電
気情報工学科に改組

・総合情報処理センター設置（情報処理
センター廃止）

平成元．５
（１９８９年）

・熱帯医学研究所を全国共同利用の研究
所に改組

２．４
（１９９０年）

・工学部機械工学科及び機械工学第二学
科を機械システム工学科に改組

６ ・６地域共同研究センター設置

３．４
（１９９１年）

・経済学部経済学科８学科目を３大学科
目に，経営学科８学科目を２大学科目
に，貿易学科６学科目をファイナンス
学科２大学科目に改組，２共通学科目
を廃止

・工学部構造工学科４講座を２大講座に，
土木工学科４講座を社会開発工学科２
大講座に，材料工学科４講座を２大講
座に，工業化学科４講座を応用化学科
２大講座に改組

・アイソトープ総合センター設置（ＲＩ
センター廃止）

４．４
（１９９２年）

・大学院工学研究科電気工学専攻及び電
子工学専攻を電気情報工学専攻と改称

５．４
（１９９３年）

・生涯学習教育研究センター設置

６．４
（１９９４年）

・大学院教育学研究科設置

・教育専攻科廃止

・大学院工学研究科機械工学専攻及び機
械工学第二専攻を機械システム工学専
攻と改称

６ ・熱帯医学研究所１０部門を３大部門に改
組

７．４
（１９９５年）

・大学院経済学研究科設置

・経済学専攻科廃止

・大学院工学研究科土木工学専攻を社会
開発工学専攻に，工業化学専攻を応用
化学専攻に改称

８．５
（１９９６年）

・留学生センター設置（外国人留学生指
導センター廃止）

９．４
（１９９７年）

・医学部に附属原爆後障害医療研究施設
設置（附属原爆後障害医療研究施設及
び附属原爆被災学術資料センター廃止）
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・水産学部に附属海洋資源教育研究セン
ター設置（附属水産実験所廃止）

・熱帯医学研究所に附属熱帯病資料情報
センター設置（附属熱帯医学資料室廃
止）

１０ ・環境科学部（環境科学科）設置

・教養部廃止

・経済学部経済学科，経営学科及びファ
イナンス学科を総合経済学科に改組
（昼夜開講制の実施）

１０．４
（１９９８年）

・教育学部小学校教員養成課程，中学校
教員養成課程，養護学校教員養成課程
及び幼稚園教員養成課程を学校教育教
員養成課程及び情報文化教育課程に改
組

・大学院教育学研究科教科教育専攻に保
健体育専修及び家政教育専修設置

・工学部電気情報工学科を電気電子工学
科及び情報システム工学科に改組

・機器分析センター設置（計測・分析セ
ンター廃止）

１１．４
（１９９９年）

・大学院薬学研究科に臨床薬学専攻（独
立専攻）を設置し，医療薬科学専攻を
薬科学専攻に改称

・副学長の設置（学生部長の廃止）

・事務局及び学生部の事務局一元化に伴
い，学務部設置（学生部の廃止）

１２．４
（２０００年）

・大学院教育学研究科教科教育専攻に社
会科教育専修及び理科教育専修設置

・大学院医学研究科に新興感染症病態制
御学系専攻（独立専攻）設置

・大学院生産科学研究科（区分制博士課
程）設置

・遺伝子実験施設設置

・長崎大学商科短期大学部（併設）廃止

１３．４
（２００１年）

・大学院生産科学研究科海洋生産開発学
専攻及び海洋資源学専攻を海洋生産科
学専攻及び物質科学専攻に改組

・教育学部に附属教育実践総合センター
設置（附属教育実践研究指導センター
廃止）

・熱帯医学研究所に附属熱帯感染症研究
センター設置（附属熱帯病資料情報セ
ンター廃止）

・医学部医学科の３１小講座，１大講座を
６大講座に改組

１０ ・医学部に保健学科設置

１４．４
（２００２年）

・大学院環境科学研究科設置

・大学院医歯薬学総合研究科設置

・大学教育機能開発センター設置

・アドミッションセンター設置

・医学部医学科の６大講座を４大学科目
に改組

・歯学部歯学科の１８小講座を３大学科目
に改組

・薬学部薬科学科の４大講座を２大学科
目に改組

１５．４
（２００３年）

・大学院医歯薬学総合研究科に附属原
爆後障害医療研究施設及び附属薬用植
物園設置（学部附属施設から研究科附
属施設へ移行）

・先導生命科学研究支援センター設置
（アイソトープ総合センター，遺伝子
実験施設及び医学部附属動物実験施設
の廃止）

１０ ・医学部・歯学部附属病院設置（医学部
附属病院及び歯学部附属病院の統合）

１６．４
（２００４年）

・国立大学法人法（平成１５年法律第１１２
号）により，国立大学法人長崎大学が
長崎大学を設置

・大学院経済学研究科に経営意思決定専
攻（博士後期課程）設置
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・大学院生産科学研究科に環境共生政策
学専攻及び環境保全設計学専攻（博士
前期課程）並びに環境科学専攻（博士
後期課程）設置

・水産学部の水産専攻科廃止

・知的財産本部設置

１２ ・情報メディア基盤センター設置（総合
情報処理センターの廃止）

・共同研究交流センター設置（地域共同
研究センター，機器分析センター及び
環境保全センターの廃止）

１７．４
（２００５年）

・計画・評価本部設置

・国際連携研究戦略本部設置

・環東シナ海海洋環境資源研究センター
設置（水産学部附属海洋資源教育研究
センターの廃止）

・心の教育総合支援センター設置（時限
設置）

・長崎大学医療技術短期大学部（併設）
廃止

１８．２
（２００６年）

・大学院海洋生産科学研究科廃止

４ ・大学院医歯薬学総合研究科に熱帯医学
専攻（修士課程）及び保健学専攻（修
士課程）設置

・薬学部薬科学科を６年制課程の薬学科
及び４年制課程の薬科学科に改組

５ ・大学院歯学研究科廃止

７ ・産学官連携機構設置

１９．２
（２００７年）

・大学院薬学研究科廃止

３ ・大学院環境科学研究科廃止

２０．４
（２００８年）

・教育学部学校教育教員養成課程及び情
報文化教育課程の２課程を学校教育教
員養成課程の１課程に改組

・大学院教育学研究科に教科実践専攻
（修士課程）及び教職実践専攻（専門
職学位課程）設置

・大学院国際健康開発研究科設置

・熱帯医学研究所に附属アジア・アフリ
カ感染症研究施設及び附属熱帯医学
ミュージアム設置（附属熱帯感染症研
究センター廃止）

・保健管理センターを保健・医療推進セ
ンターに改組

２１．４
（２００９年）

・医学部・歯学部附属病院を病院に改組

１０ ・男女共同参画推進センター設置（時限
設置）

２２．４
（２０１０年）

・大学院医歯薬学総合研究科に生命薬科
学専攻（修士課程）設置

・広報戦略本部設置

・国際連携研究戦略本部東京オフィス設置

・先端計算研究センター設置

１１ ・国際連携研究戦略本部東京オフィスを
長崎大学東京事務所に改組

２３．４
（２０１１年）

・工学部７学科（機械システム工学科，
電気電子工学科，情報システム工学科，
構造工学科，社会開発工学科，材料工
学科及び応用化学科）を１学科（工学
科）に改組

・大学院工学研究科及び大学院水産・環
境科学総合研究科設置（大学院生産科
学研究科を改組）

・熱帯医学研究所３部門を４部門（病原
体解析，宿主病態解析，環境医学，臨
床研究）に改組

・環東シナ海海洋環境資源研究センター
を大学院水産・環境科学総合研究科附
属環東シナ海環境資源研究センターに
改組

・心の教育総合支援センターの廃止

６ ・産学官連携戦略本部設置（知的財産本
部，共同研究交流センター及び生涯学
習教育研究センターの廃止）

１２ ・研究推進戦略室設置

２４．１
（２０１２年）

・先端創薬イノベーションセンター設置

４ ・大学院医歯薬学総合研究科に生命薬科
学専攻（博士前期・後期）設置
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・大学院医学研究科廃止

・言語教育研究センター設置

・核兵器廃絶研究センター設置

１２ ・地域教育連携・支援センター設置

２５．４
（２０１３年）

・原爆後障害医療研究所設置（大学院医
歯薬学総合研究科附属原爆後障害医療
研究施設を改組）

７ ・熱帯医学研究所附属熱帯性病原体感染
動物実験施設の廃止
（熱帯医学研究所附属熱帯性病原体感
染動物実験施設の機能を先導生命科学
研究支援センター動物実験施設へ集約
化）

８ ・障がい学生支援室の設置

１０ ・国際教育リエゾン機構の設置（留学生
センターの廃止）

・大学教育イノベーションセンターの設
置（大学教育機能開発センター及びア
ドミッションセンターの統合）

２６．４
（２０１４年）

・研究推進戦略本部の設置（研究推進戦
略室の廃止）

・多文化社会学部の設置

・教育学研究科教職実践専攻の改組（教
育学研究科教科実践専攻を教職実践専
攻に一本化）

・ICT基盤センターの設置（情報メディ
ア基盤センターの廃止）

・福島未来創造支援研究センターの設置

９ ・原爆後障害医療研究所附属放射線・環
境健康影響共同研究推進センターの設
置

２７．４
（２０１５年）

・熱帯医学・グローバルヘルス研究科
（修士課程）の設置（医歯薬学総合研
究科熱帯医学専攻及び国際健康開発研
究科の改組）

・水産・環境科学総合研究科環境科学専
攻（博士前期課程）の設置（環境共生
政策学専攻及び環境保全設計学専攻の
改組）

・インスティテューショナル・リサーチ
室の設置
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機 構 図 ２０１５．５．１

組 織
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歴代学長

初 代 高 瀬 清 （任期：昭和２４年６月２９日～昭和２７年６月５日）

（事務取扱） 池 田 晋 吾 （任期：昭和２７年６月６日～昭和２７年１１月１７日）

第 ２ 代 古屋野 宏 平 （任期：昭和２７年１１月１８日～昭和３３年１１月１７日）

第 ３ 代 北 村 精 一 （任期：昭和３３年１１月１８日～昭和３７年１１月１７日）

第 ４ 代 和 泉 成 之 （任期：昭和３７年１１月１８日～昭和４１年１１月１７日）

第 ５ 代 後 藤 敏 郎 （任期：昭和４１年１１月１８日～昭和４４年４月３日）

（事務取扱） 栗 原 道 徳 （任期：昭和４４年４月４日～昭和４４年５月６日）

第 ６ 代 中 塚 正 行 （任期：昭和４４年５月７日～昭和４９年７月３１日）

（事務取扱） 保 田 正 人 （任期：昭和４９年８月１日～昭和４９年１０月１０日）

第 ７ 代 具 島 兼三郎 （任期：昭和４９年１０月１１日～昭和５５年１０月１０日）

第 ８ 代 福 見 秀 雄 （任期：昭和５５年１０月１１日～昭和５９年１０月１０日）

第 ９ 代 保 田 正 人 （任期：昭和５９年１０月１１日～昭和６３年１０月１０日）

第１０代 土 山 秀 夫 （任期：昭和６３年１０月１１日～平成４年１０月１０日）

第１１代 横 山 哲 夫 （任期：平成４年１０月１１日～平成１０年１０月１０日）

第１２代 池 田 高 良 （任期：平成１０年１０月１１日～平成１４年１０月１０日）

第１３代 齋 藤 � （任期：平成１４年１０月１１日～平成２０年１０月１０日）

第１４代 片 峰 茂 （任期：平成２０年１０月１１日～現在 ）
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役員会 ２０１５．４．１

議長 片峰 茂 学長 福永 博俊 理事（研究担当）

河野 茂 理事（総務担当） 山下 俊一 理事（国際・附置研究所担当）

山� 裕史 理事（財務担当） 増� 英明 理事（病院担当）

松坂 誠應 理事（教学担当）

学長選考会議委員 ２０１５．４．２４

議長 矢野 右人 国立病院機構長崎医療センター名誉院長 田井村明博 環境科学部長

福永 博俊 理事 清水 康博 工学研究科長

松坂 誠應 理事 �元 達郎 学校法人銀杏学園熊本保健科学大学長

岡田 裕正 経済学部長 安部 成年 長崎県教育センター副所長

下川 功 医学部長 田上 富久 長崎市長

澤瀬 隆 歯学部長 宮脇 雅俊 �十八銀行代表執行役会長
黒田 直敬 薬学部長 森岡 公隆 三菱重工業�長崎造船所所長代理

経営協議会委員 ２０１５．４．１

議長 片峰 茂 学長 池上 清子 日本大学大学院教授

河野 茂 理事 �元 達郎 学校法人銀杏学園熊本保健科学大学長
山� 裕史 理事 小林いずみ ANAホールディングス�取締役
福永 博俊 理事 杉田 亮毅 （公社）日本経済研究センター代表理事・会長
増� 英明 理事 中村 法道 長崎県知事

佐久間 正 多文化社会学部長 田上 富久 長崎市長

藤木 卓 教育学部長 安部 成年 長崎県教育センター副所長
下川 功 医学部長 宮脇 雅俊 �十八銀行代表執行役会長
荒川 修 水産学部長 森岡 公隆 三菱重工業�長崎造船所所長代理
清水 康博 工学研究科長 矢野 右人 国立病院機構長崎医療センター名誉院長

�田 明 �ジャパネットたかた前社長

教育研究評議会委員 ２０１５．４．１

議長 片峰 茂 学長 黒田 直敬 薬学部長

河野 茂 理事 田井村明博 環境科学部長

松坂 誠應 理事 荒川 修 水産学部長

福永 博俊 理事 清水 康博 工学研究科長

山下 俊一 理事 萩原 篤志 水産・環境科学総合研究科長

増� 英明 理事、病院長 北 潔 熱帯医学・グローバルヘルス研究科長

山� 裕史 事務局長 森田 公一 熱帯医学研究所長

佐久間 正 多文化社会学部長 永山 雄二 原爆後障害医療研究所長

藤木 卓 教育学部長 中田 英昭 附属図書館長

岡田 裕正 経済学部長 稲田 俊明 言語教育研究センター長

下川 功 医学部長、医歯薬学総合研究科長 田中 悟郎 医学部保健学科長

澤瀬 隆 歯学部長 鈴木達治郎 核兵器廃絶研究センター長
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役職員

役員

学長 片峰 茂
理事（総務担当） 河野 茂
理事（財務担当） 山� 裕史
理事（教学担当） 松坂 誠應
理事（研究担当） 福永 博俊
理事（国際・附置研究所担当） 山下 俊一
理事（病院担当） 増� 英明
監事 渡辺 敏則
監事（非常勤） 里 隆光

副学長

計画評価担当 河野 茂
教務担当 松坂 誠應
研究企画担当 福永 博俊
福島復興担当 山下 俊一
広報担当 深尾 典男
情報担当 村田 嘉弘
学生担当 堀内 伊吹
入試担当 星野 由雅
産学連携担当 調 漸
生命科学担当 小守 壽文
国際交流担当 夛田 彰秀
環境・施設担当 山下 敬彦
男女共同参画担当 伊東 昌子
海洋研究担当 中田 英昭

学長特別補佐

社会貢献担当 調 漸
科学技術担当 中田 英昭

計画・評価本部

本部長 片峰 茂

国際連携研究戦略本部

本部長 山下 俊一

産学官連携戦略本部

本部長 調 漸

広報戦略本部

本部長 深尾 典男

研究推進戦略本部
本部長 福永 博俊

国際教育リエゾン機構

機構長 山下 俊一
リエゾン機構事務室長 泉川 正純

監査室

室長 山田 弘幸

事務局

事務局長 山� 裕史
総務部長 成田 邦彦
総務企画課長 小野寺 徹
人事課長 �木 雅弘

研究国際部長 野呂瀬 寿
研究企画課長 阿南 圭一
産学官連携課長 佐藤 良次
熱帯医学研究支援課長 上田 祐介

財務部長 前谷 嘉一
財務企画課長 時川 修司
財務管理課長 満本 眞一
調達課長 高比良 治

学生支援部長 山野 恵一
教育支援課長 柘植喜代志
学生支援課長 浦川 宗久
入試課長 本田 靖幸

施設部長 山本 隆
施設企画課長 中本 浩司
施設整備課長 松下 栄司
施設管理課長 松村 勝博

学術情報部長 上野 恒信
情報企画課長 清川 聖一
学術情報管理課長 横山 義則
学術情報サービス課長 小川 稔

学部等

文教地区事務部

文教地区事務部長 中村 修三
会計課長 土橋 一徳
学務課長 松尾 孝文
多文化社会学部

多文化社会学部長 佐久間 正
教育学部

教育学部長 藤木 卓
附属幼稚園長 原田 和幸
附属小学校長 冨野 聡
附属中学校長 森 浩司
附属特別支援学校長 穴山 司
附属教育実践総合センター長 藤本 登
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２０１５．５．１

医事課長 吉井 孝博
医療支援課長 砂山 優智

薬剤部長 佐々木 均
看護部長 萩原 絹子

附属図書館

附属図書館長 中田 英昭
医学分館長 由井 克之
経済学部分館長 深浦 厚之

保健・医療推進センター

センター長 調 漸

学内共同教育研究施設

先導生命科学研究支援センター長 小守 壽文
ICT 基盤センター長 村田 嘉弘
大学教育イノベーションセンター長 松坂 誠應
先端計算研究センター長 山下 敬彦
言語教育研究センター長 稲田 俊明
核兵器廃絶研究センター長 鈴木達治郎

学務情報推進室

室長 松坂 誠應

やってみゅーでスク

デスク長 堀内 伊吹

男女共同参画推進センター

センター長 伊東 昌子

先端創薬イノベーションセンター

センター長 小守 壽文

地域教育連携・支援センター

センター長 星野 由雅

障がい学生支援室

室長 松坂 誠應

福島未来創造支援研究センター

センター長 山下 俊一

インスティテューショナル・リサーチ室

室長 河野 茂

九州地区国立大学島原共同研修センター

所長 堀内 伊吹

経済学部

経済学部長 岡田 裕正
経済学部支援課長 千北 茂
医学部

医学部長 下川 功
歯学部

歯学部長 澤瀬 隆
薬学部

薬学部長 黒田 直敬
工学部

工学部長 清水 康博
環境科学部

環境科学部長 田井村明博
水産学部

水産学部長 荒川 修
附属練習船長崎丸船長 兼原 壽生
附属練習船鶴洋丸船長 森井 康宏

大学院

教育学研究科長 藤木 卓
経済学研究科長 岡田 裕正
工学研究科長 清水 康博
水産・環境科学総合研究科長 萩原 篤志
附属環東シナ海環境資源研究センター長 征矢野 清

生産科学研究科長 清水 康博
医歯薬学総合研究科長 下川 功
事務部長 森山 良英
総務課長 寺原 良二
学務課長 濱野 敏郎
学術協力課長 深堀 久幸
歯学系事務室長 近藤 �任
薬学系事務室長 前田 忠一

附属薬用植物園長 黒田 直敬
国際健康開発研究科長 門司 和彦
熱帯医学・グローバルヘルス研究科長 北 潔

附置研究所

熱帯医学研究所長 森田 公一
附属アジア・アフリカ感染症研究施設長 森田 公一
附属熱帯医学ミュージアム館長 皆川 昇

原爆後障害医療研究所長 永山 雄二

病院

病院長 増� 英明
事務部長 鳥居 時政
病院企画課長 近藤 政美
総務課長 浜村 博
管理課長 濱本 俊彦

15



・監事（１）は，非常勤役員で外数。副学長〔１４〕及び学長特別補佐〔２〕は教育職員または理事の兼務で内数。
・環境科学部，水産学部の教員は水産・環境科学総合研究科に，医学部，歯学部，薬学部の教員は医歯薬学総合研究科に所属する。

役員・職員数

２０１５．５．１
（人）

区分
部局名

役 員 教 育 職 員
計 その他

の職員 合計
学長 理事 監事 副学長 学長特別

補 佐 教授 准教授 講師 助教 助手 教諭

計 画 ・ 評 価 本 部
国 際 連 携 研 究 戦 略 本 部 ２ １ ３ １６ １９
産 学 官 連 携 戦 略 本 部 ３ ５ ４ １２ ６ １８
広 報 戦 略 本 部 １ １ ２ ４ ６
研 究 推 進 戦 略 本 部 ３ ３
国 際 教 育 リ エ ゾ ン 機 構 １ ５ ６ １５ ２１
監 査 室 ３ ３
事 務 局 １ ６（１）１〔１４〕〔２〕 （１）〔１６〕

８ ２１６（１）〔１６〕２２４
文 教 地 区 事 務 部 ７２ ７２
多 文 化 社 会 学 部 ６ １７ ２ ２５ ９ ３４
教 育 学 部 ３２ ３４ １ ６７ １ ６８
附 属 幼 稚 園 ７ ７ ７
附 属 小 学 校 ３０ ３０ ３０
附 嘱 中 学 校 ２５ ２５ ２５
附 属 特 別 支 援 学 校 ２９ ２９ ２９
附属教育実践総合センター ２ ２ ２
経 済 学 部 ２８ ２６ ２ １ ５７ １７ ７４
水 産 学 部 １ １ ２ ２
水産学部附属練習船鶴洋丸 ２ １ ３ １２ １５
水産学部附属練習船長崎丸 １ ２ ２ ５ １６ ２１
教 育 学 研 究 科 ４ ５ ９ ９
工 学 研 究 科 ４３ ４５ ２８ １ １１７ ４１ １５８
水産・環境科学総合研究科 ４８ ３３ ３ ８４ ８４
附属環東シナ海環境資源研究センター ３ １ ２ ６ ６
医 学 部 １ ３ ４ １ ５
医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 ９６ ７９ ２８ １５８ ３６１ ８０ ４４１
附 属 薬 用 植 物 園 １ １ １

熱帯医学・グローバルヘルス研究科 ６ １ ５ １２ ２ １４
熱 帯 医 学 研 究 所 １１ ７ ３ ３１ ５２ ４ ５６
附属アジア・アフリカ感染症研究施設 ２ ４ ６ ６
附属熱帯医学ミュージアム １ １ ２ ３
原 爆 後 障 害 医 療 研 究 所 ９ ５ １ １７ ３２ ２ ３４
附属放射線・環境健康影響共同研究推進センター １ １ ３ ５ １ ６
病 院 ７ １５ ５６ １７１ ２４９ １，３２８ １，５７７
保 健 ・ 医 療 推 進 セ ン タ ー １ ３ ２ ６ １１ １７
先導生命科学研究支援センター １ １ ２ ４ ５ ９
Ｉ Ｃ Ｔ 基 盤 セ ン タ ー ２ ２ １ ５ ５
大学教育イノベーションセンター ４ ２ ２ ８ ８
先 端 計 算 研 究 セ ン タ ー １ １ １
言 語 教 育 研 究 セ ン タ ー ７ １ １ ７ １６ １６
核 兵 器 廃 絶 研 究 セ ン タ ー ２ １ ３ ３
男女共同参画推進センター １ １ ２ ２ ４
地域教育連携・支援センター １ １ ２ ２
や っ て み ゅ ー で ス ク １ １
障 が い 学 生 支 援 室 １ １
インスティテューショナル・リサーチ室 １ １

合 計 １ ６（１）１〔１４〕〔２〕 ３２７ ２９５ ９３ ４５５ １ ９１（１）〔１２〕１，２７０ １，８７２（１）〔１２〕３，１４２
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学 部

学 部 学科・課程 講 座

多文化社会学部
１学科
４コース

多文化社会学科
グローバル社会 社会動態 共生文化
オランダ特別

教 育 学 部
１課程
６講座

学校教育教員養成課程
国際文化 数理情報 芸術表現 生活健康
人間発達 初等教育

経 済 学 部
１学科
６講座

総合経済学科
理論・計量経済 地域・経済政策
経済協力・国際コミュニケーション 金融システム
企業行動・意思決定 経営管理・企業会計

医 学 部
２学科
７学科目

医学科
形態・機能・代謝学 病態解析医学 疾患制御医学
社会医学

保健学科 看護学 理学療法学 作業療法学

歯 学 部
１学科
３学科目

歯学科
顎口腔生体科学 顎口腔環境科学
顎口腔再生医療科学

薬 学 部
２学科
４学科目

薬学科 基礎薬学 医療薬学

薬科学科 基礎薬科学 応用薬科学

工 学 部
１学科
６コース

工学科
機械工学 電気電子工学 情報工学
構造工学 社会環境デザイン工学 化学・物質工学

環境科学部
１学科
２学系

環境科学科
人間社会環境
環境保全設計

水 産 学 部
１学科
４講座

水産学科

海洋生産システム学
海洋資源動態科学
海洋生物機能科学
海洋物質科学

大 学 院

研究科 課 程 専 攻

教育学研究科
修士課程 教科実践専攻

専門職学位課程 教職実践専攻

経済学研究科

博士前期課程 経済経営政策専攻

博士後期課程 経営意思決定専攻

教育研究等
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※教育学研究科修士課程、生産科学研究科及び国際健康開発研究科は募集停止

研究科 課 程 専 攻

工学研究科

博士前期課程 総合工学専攻

博士後期課程 生産システム工学専攻

博士課程
（５年一貫制）

グリーンシステム創成科学専攻

水産・環境科学
総合研究科

博士課程
（前期）

水産学専攻
環境科学専攻

博士課程
（後期）

環境海洋資源学専攻

博士課程
（５年一貫制）

海洋フィールド生命科学専攻

生産科学研究科 博士後期課程
システム科学専攻 海洋生産科学専攻
環境科学専攻

医歯薬学
総合研究科

修士課程 熱帯医学専攻 保健学専攻

博士課程
医療科学専攻 新興感染症病態制御学系専攻
放射線医療科学専攻

博士課程
（前期・後期）

生命薬科学専攻

国際健康
開発研究科

修士課程 国際健康開発専攻

熱帯医学・グローバル
ヘルス研究科

修士課程 グローバルヘルス専攻

学 年 歴

４月
１日（水） 学年始

２日（木） 入学式

５月 ３１日（日） 開学記念日

６月

７月

８月 ８月１１日（火）～９月２７日（日） 夏季休業
２８日（月） 後期授業開始９月

１０月

１１月 ２１日（土）～２２日（日） 学園祭

１２月
１２月２６日（土）～１月３日（日） 冬季休業

１月

２月

３月

３月２１日（月）～４月５日（火） 春季休業

２５日（金） 卒業式

３１日（木） 学年終
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附置研究所 熱帯医学研究所
研究部門および研究分野 総 合 目 標

病原体解析部門
ウイルス学，新興感染症学，細菌学，原虫学，寄生
虫学，分子疫学
宿主病態解析部門
免疫遺伝学，感染生化学，病理学，エイズ・感染防御
環境医学部門
生態疫学，国際保健学，国際健康開発政策学，病害
動物学
臨床研究部門
臨床感染症学，小児感染症学，臨床開発学

１．熱帯医学及び国際保健における先導的研究

２．研究成果の応用による熱帯病の防圧ならびに健康
増進への国際貢献

３．上記に係る研究者と専門家の育成

附置研究所 原爆後障害医療研究所
研究部門（研究分野） 目 的

放射線リスク制御部門
放射線生物・防護学，健康リスク学，放射線分子疫
学，国際保健医療福祉学，放射線災害医療学
細胞機能解析部門
幹細胞生物学，分子医学
ゲノム機能解析部門
人類遺伝学，ゲノム修復学
原爆・ヒバクシャ医療部門
血液内科学，腫瘍・診断病理学，アイソトープ診断
治療学
放射線・環境健康影響共同研究推進センター
共同研究推進部
資料収集保存・解析部
資料調査室（原研情報室）
生体材料保存室（原研試料室）

放射線健康リスク評価とリスクコミュニケーション

細胞機能の側面からの放射線人体影響の基礎研究

遺伝子の側面からの放射線人体影響の基礎研究

被爆者医療

放射線に関する共同研究の推進

附属図書館

附属施設等

蔵 書 数 ２０１５．４．１

館 名
図 書 数 雑 誌 の 種 類

和 漢 書 洋 書 計 和 文 欧 文 計
中 央 図 書 館 ４４２，６１６ １３８，３９５ ５８１，０１１ １１，２３１ ３，３８８ １４，６１９
医 学 分 館 ７８，６７３ ７２，４２８ １５１，１０１ ３，８３９ ３，２０３ ７，０４２
経済学部分館 １９４，４８１ ８３，６２７ ２７８，１０８ ３，５８３ １，１３１ ４，７１４

計 ７１５，７７０ ２９４，４５０ １，０１０，２２０ ※１７，１５２ ※７，３１９ ※２４，４７１

利用状況（平成２６年度）

館 名 区 分 教 職 員 学 生 そ の 他 計

中 央 図 書 館
入 館 者 数 ４６４，４４４ １３，４０６ ４７７，８５０
貸 出 冊 数 ５，５８０ ４２，３９８ １，９３５ ４９，９１３

医 学 分 館
入 館 者 数 １１０，９１４ ２，４４２ １１３，３５６
貸 出 冊 数 １，８６４ ９，５５１ ３８４ １１，７９９

経 済 学 部 分 館
入 館 者 数 ６４，０４３ ２，２３８ ６６，２８１
貸 出 冊 数 １，３０１ ９，４８２ ２６６ １１，０４９

計
入 館 者 数 ６３９，４０１ １８，０８６ ６５７，４８７
貸 出 冊 数 ８，７４５ ６１，４３１ ２，５８５ ７２，７６１

※雑誌の種類は３館合計の重複数を除いた冊数を計上
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病 院（平成２６年度）

診療科別患者数 （人）

区 分

診療科等名

入院患者数 外来患者数

延患者数 １日平均患者数 延患者数 １日平均患者数

内分泌・代謝内科 ３，５６７ ９．８ １１，６８４ ４７．９

消化器内科 ２２，８４２ ６２．６ ２０，２６４ ８３．０

リウマチ・膠原病内科 ６，６０８ １８．１ １２，３０１ ５０．４

神経内科 ４，７１０ １２．９ ６，３９７ ２６．２

呼吸器内科 １４，８１２ ４０．６ １１，６５５ ４７．８

腎臓内科 ４，２９０ １１．８ ７，５７１ ３１．０

循環器内科 １４，２６４ ３９．１ １５，３６４ ６３．０

血液内科 １５，９０５ ４３．６ ９，７７４ ４０．１

感染症内科（熱内） ０ ０．０ １２６ ０．５

呼吸器外科 ４，６４０ １２．７ ２，６１６ １０．７

消化器外科第一 １０，０１３ ２７．４ ５，２００ ２１．３

消化器外科第二 １５，０３６ ４１．２ ７，７１２ ３１．６

泌尿器科 １０，５１８ ２８．８ １８，５２９ ７５．９

心臓血管外科 １１，０１９ ３０．２ ３，６４６ １４．９

乳腺・内分泌外科 ２，７５２ ７．６ ７，２７８ ２９．９

脳神経外科 １０，４９７ ２８．８ ８，０３１ ３２．９

眼科 １０，４３３ ２８．６ １９，７９６ ８１．１

耳鼻咽喉科 ９，４３９ ２５．９ １３，８０８ ５６．６

皮膚科・アレルギー科 ６，４５７ １７．７ １５，７８０ ６４．７

形成外科 ５，７８７ １５．９ ５，７８３ ２３．７

整形外科 １２，７２７ ３４．９ １３，９９２ ５７．３

小児科 １３，８０２ ３７．８ １５，５９７ ６３．９

小児外科 ２，７５６ ７．５ ３，５０３ １４．３

産科婦人科 ２０，２９７ ５５．６ １６，７６１ ６８．７

精神科神経科 １１，１３３ ３０．５ １８，６３０ ７６．４

放射線科 ４，５４８ １２．５ ７，８４０ ３２．１

麻酔科 ６９ ０．２ ８，９３６ ３６．６

総合診療科 １，４１７ ３．９ ４，２１１ １７．３

国際ヒバクシャ医療センター ２４ ０．１ ６４４ ２．６

救命救急センター １３，５０７ ３７ ６，８９１ ２８

生活習慣病予防診療部 ０ ０．０ ３，１３３ １２．８

小 計 ２６３，８６９ ７２２．９ ３０３，４５３ １，２４３．７

20 Nagasaki University 2015



区 分

診療科等名

入院患者数 外来患者数

延患者数 １日平均患者数 延患者数 １日平均患者数

総合歯科 ０ ０．０ ６３，４５２ ２５９．９

顎・口腔外科
口腔顎顔面外科室 ５，１７２ １４．２ １１，８７８ ４８．７

顎口腔再生外科室 ２，６７０ ７．３ ６，３５４ ２６．０

診断管理科 １０７ ０．３ １，３９１ ５．７

特殊歯科総合治療部 ０ ０．０ ５，２５５ ２１．５

口腔ケア・摂食・嚥下リハ
ビリテーションセンター

０ ０．０ ６，６９６ ２７．４

０ ０．０ １，４１８ ５．８

口腔・顎・顔面インプラントセンター ９ ０．０ ３，９２０ １６．１

小 計 ７，９５８ ２１．８ １００，３６４ ４１１．３

合 計 ２７１，８２７ ７４４．７ ４０３，８１７ １，６５５．０

※入院診療日数３６５日，外来診療日数２４４日，１日平均患者数は小数点第２位を四捨五入し小数点第１位までを記載。
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教育学部附属学校・園
２０１５．５．１（人）

区 分 学級区分 学 年 学 級 数 学級定員 総 定 員 現 員

附属幼稚園

３歳児 三年保育 １ ２０ ２０ ２４

４歳児
二年保育

２
４０

６０
２６

三年保育 ２０ ２３

５歳児
二年保育

２
４０

６０
３６

三年保育 ２０ ２４

計 ５ １４０ １３３

附属小学校

普通学級

１ ３ ３０ ９０ ９０

２ ３ ３０ ９０ ９０

３ ３ ３０ ９０ ８７

４ ３ ３０ ９０ ８８

５ ３ ３０ ９０ ８３

６ ３ ３０ ９０ ８４

複式学級

１
１ １６ １６

８

２ ８

３
１ １６ １６

８

４ ８

５
１ １６ １６

７

６ ７

計 ２１ ５８８ ５６８

附属中学校
普通学級

１ ４ ３５ １４０ １４４

２ ４ ３５ １４０ １４４

３ ４ ３５ １４０ １４１

計 １２ ４２０ ４２９

附 属

特 別 支 援

学 校

普通学級

（２学年複式）
小学部

１
１ ６

１８

２

２ １

３
１ ６

２

４ １

５
１ ６

３

６ ２

普通学級 中学部

１ １ ６

１８

６

２ １ ６ ３

３ １ ６ ５

普通学級 高等部

１ １ ８

２４

８

２ １ ８ ８

３ １ ８ ８

計 ９ ６０ ４９
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学部等附属教育研究施設

水産・環境科学総合研究科

附属環東シナ海環境資源研究センター

医歯薬学総合研究科

附属薬用植物園

原爆後障害医療研究所

附属放射線・環境健康影響共同研究推進センター

教育学部

附属教育実践総合センター

水産学部

附属練習船長崎丸

附属練習船鶴洋丸

熱帯医学研究所

附属アジア・アフリカ感染症研究施設

附属熱帯医学ミュージアム

保健・医療推進センター

２０１５．５．１（人）

職

員
（
数
）

セ
ン
タ
ー
長

教

授

准

教

授

助

教

保

健

師

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

事

務

員

計

学 校 医

内

科

皮

膚

科

産
科
婦
人
科

眼

科

歯

科

〔１〕 〔１〕
３

〔１〕

２

〔１〕
３ ６ ２

１６

〔４〕
４ １ １ １ １

備考 保健・医療推進センター（相談日）…毎日
坂本分室（相談日）…………隔週金曜日
（注）〔 〕は併任を示し外数

学内共同教育研究施設等

先導生命科学研究支援センター
アイソトープ実験施設
動物実験施設
遺伝子実験施設

ICT 基盤センター
大学教育イノベーションセンター
先端計算研究センター
言語教育研究センター
核兵器廃絶研究センター

学務情報推進室
やってみゅーでスク（ボランティア活動支援）
男女共同参画推進センター
先端創薬イノベーションセンター
地域教育連携・支援センター
障がい学生支援室
福島未来創造支援研究センター
インスティテューショナル・リサーチ室
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長崎大学教育研究プロジェクト拠点

名 称 所 在 地 設 置 目 的
長崎大学アフリカ海外教育研
究拠点
キスムリサーチサイト

ケニア共和国ナイロビ市

ケニア共和国キスム市

アフリカにおける教育・研究戦略の策定並びに国
際共同研究及び教育活動の支援

ケニアプロジェクト拠点

ビタリサーチサイト
クワレリサーチサイト
ブシアリサーチサイト

ケニア共和国ナイロビ市（ケニア中
央医学研究所内）
ケニア共和国ビタ地区
ケニア共和国クワレ地区
ケニア共和国ブシア地区 熱帯病・新興再興感染症研究プロジェクトの推進

ベトナムプロジェクト拠点

ニャチャン分室

ベトナム社会主義共和国ハノイ市
（国立衛生疫学研究所内）
ベトナム社会主義共和国ニャチャ
ン市（カンホア省衛生局内）

チェルノブイリ分子疫学調査
研究プロジェクト拠点

ベラルーシ共和国ミンスク市（ベラ
ルーシ卒業後教育医学アカデミー）

放射線健康リスク制御国際戦略拠点プログラムの
推進

長崎大学・川内村復興推進拠点 福島県双葉郡川内村（川内村役場内）
福島県川内村との包括連携に関する協定書に基づ
く連携事項の推進

五島離島・へき地医療プロ
ジェクト拠点

長崎県五島市（長崎県五島中央病院
内）

寄附講座（離島・へき地医療学講座）の設置に関
する協定書に基づく事業の推進

革新予防医科学教育研究拠点
長崎県五島市（福江総合福祉保健セ
ンター内）

革新予防医科学に係るコホート研究及び教育活動
の推進

地域包括ケア教育研究拠点
長崎県長崎市（長崎みなとメディカ
ルセンター市民病院内）

老年医学及び地域包括ケアシステムに係る教育研
究活動の推進

平戸臨床教育プロジェクト拠点
長崎県平戸市（国民健康保険平戸市
民病院内）

大学発病院再生による地域医療人育成事業の推進

救急医療教育室
長崎県長崎市（済生会長崎病院内及
び長崎記念病院内）

長崎県における医療人の育成及び定着の推進
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特色ある研究

特色ある教育・研究

■文部科学省社会システム改革と研究開発の一体的推進事業
途上国におけるイノベーションを促進する国際協力の戦略的推進

■文部科学省科学技術人材育成費補助金

■文部科学省地域産学官連携科学技術振興事業費補助金

■日本学術振興会研究拠点形成事業
アジア・アフリカ学術基盤形成型

採択年度 課 題 名

平成２４～２８年度
貧困層を中心とする複数感染症の一括・同時診断技術開発のアフリカ拠点整備とその技術
を用いた多種感染症の広域的監視網と統合的感染症対策基盤の構築

採択年度 プ ロ グ ラ ム 名

平成２３～２９年度 テニュアトラック普及・定着事業

採択年度 プ ロ グ ラ ム 名

平成２３～２７年度 地域イノベーション戦略支援プログラム

採択年度 研 究 交 流 課 題 名

平成２５～２７年度 ビクトリア湖の環境保全と水産業振興のための集学的アプローチ
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特色ある教育

大学の世界展開力強化事業

博士課程教育リーディングプログラム

グローバル人材育成推進事業

大学間連携共同教育推進事業

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

未来医療研究人材養成拠点形成事業

大学教育再生加速プログラム

課題解決型高度医療人材養成プログラム

高度人材養成のための社会人学び直し大学院プログラム

取組名称 取組部局 取組期間

タイプＢ（特色型） 経済学部，経済学研究科，
国際健康開発研究科 平成２４～２８年度

取組名称 取組部局 取組期間
留学生との共修・協働による長崎発グローバル人材基盤形成事業
（長崎大学〈代表校〉，長崎国際大学ほか８大学〈連携校〉） 教育支援課 平成２４～２８年度

多職種協働による在宅がん医療・緩和ケアを担う専門人材育成拠点（長崎
大学〈代表校〉，長崎県立大学ほか１大学〈連携校〉） 薬学部 平成２４～２８年度

取組名称 取組部局 取組期間

熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成プログラム 医歯薬学総合研究科，熱
帯医学研究所 平成２４～３０年度

取組名称 取組部局 取組期間
九州がんプロ養成基盤推進プラン
（九州大学〈代表校〉，長崎大学ほか１０大学〈連携校〉） 医歯薬学総合研究科 平成２４～２８年度

取組名称 取組部局 取組期間
（Ａ）メディカル・イノベーション推進人材の養成
「医工の絆」ハイブリッド医療人養成コース 医歯薬学総合研究科 平成２５～２９年度

（Ｂ）リサーチマインドを持った総合診療医の養成
つなぐ医療を育む先導的教育研究拠点の構築（長崎大学〈代表校〉，長崎
純心大学〈連携校〉）

医学部 平成２５～２９年度

取組名称 取組部局 取組期間
国内初の，肝臓移植を担う高度医療人養成
（熊本大学〈代表校〉，長崎大学ほか５大学〈連携校〉） 病院 平成２６～３０年度

健康長寿社会を担う歯科医学教育改革
（岡山大学〈代表校〉，長崎大学ほか９大学〈連携校〉） 歯学部 平成２６～３０年度

高度リハビリテーション専門職の養成 医学部保健学科 平成２６～３０年度

取組名称 取組部局 取組期間
テーマ�（アクティブ・ラーニング）・�（学修成果の可視化）複合型 大学全体 平成２６～３０年度

取組名称 取組部局 取組期間
生き生きと働く実践力のある助産師キャリアアッププログラム 医学部保健学科 平成２６～２８年度

取組名称 取組部局 取組期間
「アジア平和＝人間の安全保障大学連合」を通じた次世代高品位政策リー
ダーの育成（大阪大学〈代表校〉，長崎大学ほか２大学〈連携校〉） 国際健康開発研究科 平成２３～２７年度
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学 生 数

学生数等

２０１５．５．１
（人）

学

部
学 科 ・ 課 程

入学

定員

編入学

定 員

収容

定員

現 員
計

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

多 文 化
社会学部

多 文 化 社 会 学 科 １００ － ２００ ７８ ９６ － － － － １７４

教育学部 学校教育教員養成課程 ２４０ － ９６０ ２４３ ２４２ ２４０ ２６７ － － ９９２

経
済
学
部

総 合

経済学科

昼間コース ２６５ － １，２４０ ２７０ ２７３ ３７６ ４８５ － － １，４０４

夜間主コース ６０ － ２４０ ６２ ５８ ６６ ９７ － － ２８３

－ １５ ３０ － － － － － － －

計 ３２５ １５ １，５１０ ３３２ ３３１ ４４２ ５８２ － － １，６８７

医

学

部

医 学 科 １１６ ５ ７２０ １２３ １３８ １３７ １１３ １２４ １０４ ７３９

保 健 学 科 １０６ １４ ４５２ １１１ １０６ １２２ １１６ － － ４５５

計 ２２２ １９ １，１７２ ２３４ ２４４ ２５９ ２２９ １２４ １０４ １，１９４

歯学部 歯 学 科 ５０ － ３００ ５０ ５３ ５５ ４８ ５７ ４５ ３０８

薬学部

薬 学 科 ４０ － ２４０ ４０ ４２ ４０ ４０ ４０ ４９ ２５１

薬 科 学 科 ４０ － １６０ ４２ ４２ ３９ ５１ － － １７４

計 ８０ － ４００ ８２ ８４ ７９ ９１ ４０ ４９ ４２５

工

学

部

工 学 科 ３８０ － １，５２０ ３８７ ３９５ ４０４ ４４６ － － １，６３２

機械システム工学科 － － － － － － １３ － － １３

電 気 電 子 工 学 科 － － － － － － １１ － － １１

情報システム工学科 － － － － － － ８ － － ８

構 造 工 学 科 － － － － － － ６ － － ６

社 会 開 発 工 学 科 － － － － － － １０ － － １０

材 料 工 学 科 － － － － － － １２ － － １２

応 用 化 学 科 － － － － － － ２ － － ２

各 学 科 共 通 － － － － － － － － － －

計 ３８０ － １，５２０ ３８７ ３９５ ４０４ ５０８ － － １，６９４

環境科学部 環 境 科 学 科 １３０ ５ ５５５ １３７ １３０ １４２ １８４ － － ５９３

水産学部 水 産 学 科 １１０ － ４４０ １１５ １１５ １１１ １４３ － － ４８４

合 計 １，６３７ ３９ ７，０５７ １，６５８ １，６９０ １，７３２ ２，０５２ ２２１ １９８ ７，５５１

学 部
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２０１５．５．１
（人）

２０１５．５．１
（人）

定員・現員

研究科

修士・博士前期課程 博士・博士後期課程

入学定員 収容定員 １年次 ２年次 ３年次 計 入学定員 収容定員 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 計

教 育 学 研 究 科 － － － １ ２ ３ － － － － － － － －

経 済 学 研 究 科 １５ ３０ １６ ２１ － ３７ ３ ９ ３ ４ ７ － － １４

工 学 研 究 科 ２２０ ４２０ ２１９ ２３０ － ４４９ ２０ ６０ ２２ １８ １６ ５ ４ ６５

水産・環境科学総合研究科 ６０ １２０ ６０ ５７ － １１７ １７ ６１ １８ １３ ２６ ３ ２ ６２

生 産 科 学 研 究 科 － － － － － － － － － － １７ － － １７

医歯薬学総合研究科 ５６ １１２ ６９ ５６ － １２５ １００ ３９０ １０８ １２５ ９９ ２４３ － ５７５

国際健康開発研究科 － １０ － １２ － １２ － － － － － － － －

計 ３５１ ６９２ ３６４ ３７７ ２ ７４３ １４０ ５２０ １５１ １６０ １６５ ２５１ ６ ７３３

定員・現員

研究科

専門職学位課程

入学定員 収容定員 １年次 ２年次 ３年次 計

教 育 学 研 究 科 ３８ ７６ ３３ ２７ １ ６１

計 ３８ ７６ ３３ ２７ １ ６１

区分学部等 研 究 生 科目等履修生 特別聴講学生 特別研究学生

多 文 化 社 会 学 部 ３ ８

教育学部・教育学研究科 ５ ８ ４１ ０

経済学部・経済学研究科 ４ １４ １

医 学 部 ０ ７

歯 学 部 １

薬 学 部 １ ９ ３

工 学 部 ３ ７

環 境 科 学 部 ０ １

水 産 学 部 ３ ９

国 際 健 康 開 発 研 究 科 １

工 学 研 究 科 ２ ０ １

医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 ６ ０ ２

水産・環境科学総合研究科 ６

大学教育イノベーションセンター １

国際教育リエゾン機構 ２０

計 ２５ ２１ １１１ １０

大 学 院

研究生・科目等履修生等（延べ人数）

※上記以外に長崎県における大学間の単位互換履修生（特別聴講）が４４人

28 Nagasaki University 2015



平成２７年度入学者状況

学 部

※は外国人留学生で外数

出身高校による入学者（外国人留学生を除く）の地域別区分

大 学 院

※は外国人留学生で外数

区 分
学 部 入 学 定 員 入学志願者 入 学 者

多 文 化 社 会 学 部 １００ １６７ ※２ ７８
教 育 学 部 ２４０ ７２０ ※１ ２４２ ※１

経 済 学 部
昼 間 コ ー ス ２６５ ６８７ ※１２ ２６５ ※５
夜 間 主 コ ー ス ６０ １１７ ６２

医 学 部 ２２２ ９５６ ２２２
歯 学 部 ５０ ２３７ ※４ ５０
薬 学 部 ８０ ３９５ ８２
工 学 部 ３８０ ８７７ ※４４ ３８０ ※７
環 境 科 学 部 １２２ ※８ ３９５ ※６ １３４ ※３
水 産 学 部 １１０ ６２０ ※４ １１４ ※１

計 １，６２９ ※８ ５，１７１ ※７３ １，６２９ ※１７

区分
学部 長崎県 九州地区

（長崎県を除く）
中国地区四国 近畿地区 中部地区 関東地区 東 北地区北海道

外国・
大検等 計

多 文 化 社 会 学 部 １７ ４４ ４ ７ ２ ４ ０ ０ ７８
教 育 学 部 １２３ １０３ ８ ４ ０ ２ ２ ０ ２４２
経 済 学 部 １０３ １８７ １０ １９ ２ １ ２ ３ ３２７
医 学 部 ８９ １０４ ９ ８ ６ ５ １ ０ ２２２
歯 学 部 １４ ２１ ６ ６ ２ １ ０ ０ ５０
薬 学 部 １４ ３８ １３ ４ ４ ８ １ ０ ８２
工 学 部 １１４ ２４１ １０ ６ ２ ６ １ ０ ３８０
環 境 科 学 部 ３５ ７６ １２ ５ ３ １ １ １ １３４
水 産 学 部 ２３ ２８ １０ ２５ １５ １２ １ ０ １１４

計 ５３２ ８４２ ８２ ８４ ３６ ４０ ９ ４ １，６２９

区 分
研究科 入 学 定 員 入 学 志 願 者 入 学 者

教 育 学 研 究 科 専 門 職 学 位 ３８ ３９ ３３

経 済 学 研 究 科
博 士 前 期 １５ １３ ※１７ ５ ※９
博 士 後 期 ３ ２ ※１ ２ ※１

工 学 研 究 科
博 士 前 期 ２２０ ２３１ ※１６ ２０７ ※１２
博 士 後 期 １５ ７ ※６ ７ ※５
博士（５年一貫制） ５ ３ ※３ ２ ※３

水産・環境科学総合研究科
博 士 前 期 ６０ ８２ ※１２ ５２ ※７
博 士 後 期 １２ ５ ※６ ７ ※４
博士（５年一貫制） ５ ２ ※１ １

医歯薬学総合研究科

修 士 ２０ ２８ ※１ ２１
博 士 ９０ ８１ ※１７ ７６ ※１５
博 士 前 期 ３６ ４５ ※１ ３３ ※１
博 士 後 期 １０ ６ ※１ ６ ※１

熱帯医学・グローバルヘルス研究科 修 士 ２７ ４０ ０ 注）２０１５．１０．１開校のため

計 ５５６ ５９３ ※８２ ４５３ ※５９

２０１５．５．１（人）

２０１５．５．１（人）

２０１５．５．１（人）
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平成２６年度卒業者（修了者）及び進路状況

２０１５．３．３１
（人）

２０１５．５．１
（人）

学 部 平成２６年度 累 計
教 育 学 部 ２３５ １７，３８２

経済学部
昼間コース ３５７ １５，９８４
夜間主コース ５３ ６６０

医 学 部 ２１６ ７，２９７
歯 学 部 ３７ １，８０６
薬 学 部 ７９ ４，３５５
工 学 部 ４０６ １４，７５９
環 境 科 学 部 １３４ ２，０２１
水 産 学 部 １１７ ５，７６５
合 計 １，６３４ ７０，０２９

大 学 院 平成２６年度 累 計
教 育 学 研 究 科 ３０ ６９８
経 済 学 研 究 科 １１ ２４４
工 学 研 究 科 ２０８ ６２９
水産・環境科学総合研究科 ６４ １６８
生 産 科 学 研 究 科 １２ ２，８７７
医 歯 薬 学 総 合 研 究 科 １５３ １，６０７
国 際 健 康 開 発 研 究 科 １１ ６１
医 学 研 究 科 １，２９４
歯 学 研 究 科 １４９
薬 学 研 究 科 ９２４
工 学 研 究 科 １，７５８
環 境 科 学 研 究 科 ４６
水 産 学 研 究 科 ６１６
海 洋 生 産 科 学 研 究 科 ２４５
合 計 ４８９ １１，３１６

学部
進路 教育学部 経済学部 医学部保健学科 薬学部 工学部 環境科学部 水産学部 合 計

卒 業 者 数 ２３５ ３５７ １１６ ７９ ４０６ １３４ １１７ １，４４４

就

職

就 職 希 望 者 数 ２０８ ３１１ １０６ ３１ １７６ ９２ ６５ ９８９
就 職 者 数 １８１ ３０２ １０４ ３１ １７３ ８６ ５９ ９３６
就 職 率（％） ８７．０ ９７．１ ９８．１ １００．０ ９８．３ ９３．５ ９０．６ ９４．６
農 林 漁 業 １ １ ３ ５
建 設 業 １ １４ ２３ １ １ ４０
製 造 業 ４ ３１ ３ ７４ ６ １４ １３２
電気・ガス・熱供給・水道業 １ １
情報通信，運輸業，郵便業 ３ ３３ ２９ ９ ３ ７７
卸売業・小売業 ２ ４３ ８ ２ １２ １５ ８２
金融業・保険業 ８ ８２ ２ ６ ２ １００
不動産業・物品賃貸業 １ ５ ６ １２
学術研究，専門・技術サービス １ １０ ６ １３ ２ ３２
宿泊業，飲食サービス業 ２ １ ２ ５
生活関連サービス業・娯楽業 ３ ６ ２ ４ １５
教育，学習支援業 １２８ ４ ２ ５ １３９
医 療 ， 福 祉 １９ ４ ９９ １９ ４ １ １４６
複合サービス事業 ２ ４ ６
サービス（他に分類されない） ２ １７ ７ ４ ３０
公 務 ７ ５１ ５ １ ２７ １６ ７ １１４

進 学 者 数 １７ １０ １０ ４４ ２１９ ２６ ４７ ３７３
そ の 他 ３７ ４５ ２ ４ １４ ２２ １１ １３５

学部卒業者 大学院修了者（人）

進路状況
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過去５年間の進路状況の推移
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学位授与数

２０１５．３．３１
（人）

（人）

博士の種類
課 程 修 了 論 文

旧制授与数
平成２６年度 累 計 平成２６年度 累 計

学 術 ８ １９４ ０ ２６

経 営 学 ３ １７

医 学 ５７ １，８４３ ５ １，８２６ １，３４７

歯 学 １８ ２５９ １ ９７

薬 学 ９ １６５ ３７

薬 科 学 １ １

臨 床 薬 学 １３

工 学 ８ ３０１ １ ５１

水 産 学 ５ ７１ １ １７

環 境 科 学 ６ ２７ ３

合 計 １１５ ２，８９１ ８ ２，０５７ １，３４７

修士の種類 平成２６年度 累 計

学 術 ４ ５４

教 育 学 １３ ５８１

経 済 学 ２ １２５

経 営 学 ６ １０２

熱 帯 医 学 １２ ９４

看 護 学 １３ ５６

理 学 療 法 学 ５ ５６

作 業 療 法 学 ３ ２６

薬 学 １，０９６

薬 科 学 ３５ １５０

臨 床 薬 学 ２０９

工 学 ２０５ ４，３６７

水 産 学 ２４ １，０４６

環 境 科 学 ２７ ２８９

公 衆 衛 生 学 １１ ６１

合 計 ３６０ ８，３１２

修士の種類 平成２６年度 累 計

教 職 修 士
（ 専 門 職 ）

１７ １１７
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平成２７年度外国人留学生

区分

学部等
学部学生 大学院生 研究生等 計

区分

学部等
学部学生 大学院生 研究生等 計

多文化社会学部 １１（３） １１（３） 水 産 学 部 ４ ９ １３

教 育 学 部 １ ４２（１） ４３（１） 教育学研究科 ２ ５（５） ７（５）

経 済 学 部 ４１（３） １８（１） ５９（４） 経済学研究科 １９ １ ２０

医 学 部 ６ ６ 工学研究科 ５２（３） ２ ５４（３）

歯 学 部 １ １ 水産・環境科学総合研究科 ３７（４） ６ ４３（４）

薬 学 部 ３ ３ 生産科学研究科 １ １

工 学 部 ３０ ８ ３８ 医歯薬学総合研究科 ７９（２８） １ ８０（２８）

環境科学部 ２５ １ ２６ 国際教育リエゾン機構 ２２（２） ２２（２）

計 １０１（３）１９０（３５）１３６（１２）４２７（５０）

（ ）は国費留学生を内数で示す。

区分

国・地域名
学部学生 大学院生 研究生等 計

区分

国・地域名
学部学生 大学院生 研究生等 計

アメリカ合衆国 １ １ ２ カザフスタン共和国 １ １ ２

オーストラリア連邦 １ １ ケニア共和国 １２（５） １（１） １３（６）

バングラデシュ人民共和国 １１（１） １（１） １２（２） 大 韓 民 国 ２２ １２（１） ２５ ５９（１）

ベラルーシ共和国 １（１） １（１） コソボ共和国 １（１） １（１）

ベルギー王国 １ １ マレーシア ３ ３

ベ リ ー ズ １（１） １（１） モンゴル国 ２ ４ ６

ブルキナファソ １ １ ミャンマー連邦共和国 １１（３） １ １２（３）

中華人民共和国 ７５（２） ８６（４） ６３ ２２４（６） オランダ王国 １４（２） １４（２）

コンゴ民主共和国 ２（１） ２（１） ナイジェリア連邦共和国 ２ ２

クロアチア共和国 ２（２） ２（２） フィリピン共和国 ３（３） ２（１） ５（４）

エジプト・アラブ共和国 ５（２） ５（２） ソロモン諸島 １（１） １（１）

エチオピア連邦民主共和国 ２（１） ２（１） スーダン共和国 ４ ４

ガーナ共和国 ３（１） １（１） ４（２） 台 湾 １ １０ １１

グアテマラ共和国 １（１） １（１） タンザニア連合共和国 １ １（１） ２（１）

ホンジュラス共和国 １（１） １（１） タ イ 王 国 １（１） ６ １ ８（１）

インド共和国 １ １（１） ２（１） トリニダード・トバゴ共和国 １（１） １（１）

インドネシア共和国 １（１） ３ ４（１） トルコ共和国 １ １（１） ２（１）

イラン・イスラム共和国 １（１） １（１） ウガンダ共和国 １（１） １（１）

イタリア共和国 １（１） １（１） ベトナム社会主義共和国 １２（３） １２（３）

計 １０１（３）１９０（３５）１３６（１２）４２７（５０）

（ ）は国費留学生を内数で示す。国名はアルファベット順。

国際交流

部局別内訳 ２０１５．５．１（人）

国・地域別内訳 （人）
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海外の大学等との学術交流協定締結状況 ２０１５．５．１

※（ ）は部局間協定

相手国（地域） 相手機関 長崎大学の主管（締結）部局※ 締結年月日 更新年月日

１

中 華 人 民 共 和 国

福建省疾病予防控制中心 医歯薬学総合研究科 平成元年
８月２３日

平成２５年
１０月１日

２ 復旦大学 医歯薬学総合研究科 平成元年
１０月４日

平成２６年
１１月３０日

３ 福州大学 工学研究科 平成４年
３月４日

平成２６年
９月２１日

４ 中国海洋大学 水産・環境科学総合研究科 平成９年
１月２０日

平成２６年
３月９日

５ 中国薬科大学 医歯薬学総合研究科 平成１０年
１０月３０日

平成２５年
１０月２９日

６ 福建医科大学 医歯薬学総合研究科 平成１３年
８月６日

平成２４年
７月２３日

７ 同済大学 工学研究科 平成１３年
１１月１２日

平成２６年
９月２８日

８ 大連海洋大学 水産・環境科学総合研究科 平成１５年
１月１７日

平成２５年
１月１７日

９ 第四軍医大学 医歯薬学総合研究科 平成１５年
３月２６日

平成２５年
３月２６日

１０ 香港浸會大学 薬学部 平成１６年
７月９日

平成２６年
８月２２日

１１ 北京師範大学 教育学部 平成１６年
１２月２７日

平成２６年
１２月２７日

１２ 北京教育学院 教育学部 平成１６年
１２月２８日

平成２６年
５月１５日

１３ 新疆医科大学 医歯薬学総合研究科 平成１７年
９月２６日

平成２２年
９月２６日

１４ 上海財経大学 経済学部 平成２５年
１２月２７日

１５ 中南大学 医歯薬学総合研究科 平成１８年
４月１８日

平成２３年
４月１８日

１６ 東北師範大学 教育学部 平成１９年
３月２２日

平成２４年
３月２２日

１７ 上海海洋大学 水産・環境科学総合研究科 平成１９年
５月１８日

平成２４年
５月１８日

１８ 上海師範大学 教育学部 平成１９年
６月２７日

平成２４年
６月２７日

１９ 華東師範大学 教育学部 平成１９年
７月２日

平成２４年
７月２日

２０ 集美大学 水産・環境科学総合研究科 平成１９年
８月９日

平成２４年
８月９日

２１ 天津科技大学 工学研究科 平成１９年
１２月１０日

平成２４年
１２月１０日

２２ 吉林大学 水産・環境科学総合研究科 平成２０年
１月８日

平成２５年
１月８日

２３ 中国医科大学 熱帯医学研究所 平成２２年
９月２１日

２４ 北京協和医科大学 熱帯医学研究所 平成２２年
９月２０日

２５ 江蘇省血吸虫病防治研究所 熱帯医学研究所 平成２２年
９月２０日

２６ 山東大学 工学研究科 平成２２年
１１月１日

２７ 山東科技大学 工学研究科 平成２２年
１１月１日

２８ 浙江海洋学院 水産・環境科学総合研究科 平成２３年
７月２８日

２９ 西南財経大学 経済学部 平成２４年
３月１日

３０ 広州医学院 医歯薬学総合研究科 平成２５年
３月１１日

３１ 揚州大学 水産・環境科学総合研究科 平成２６年
２月２４日

３２
台 湾

国立陽明大学 医歯薬学総合研究科 平成１４年
６月２１日

平成２４年
９月２９日

３３ 淡江大学 水産・環境科学総合研究科 平成１６年
１１月８日

平成２６年
１１月８日
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相手国（地域） 相手機関 長崎大学の主管（締結）部局※ 締結年月日 更新年月日

３４

台 湾

国立高雄海洋科技大学 水産・環境科学総合研究科 平成１７年
４月１９日

平成２７年
３月１６日

３５ 国立台湾海洋大学 水産・環境科学総合研究科 平成１７年
８月９日

平成２２年
８月９日

３６ 高雄医学大学 医歯薬学総合研究科 平成１８年
８月１日

平成２３年
８月１日

３７ 国立政治大学 水産・環境科学総合研究科 平成２１年
８月４日

平成２６年
８月４日

３８ 国立台湾大学 水産・環境科学総合研究科 平成２２年
１１月５日

３９ 国立台湾師範大学 水産・環境科学総合研究科 平成２４年
２月１３日

４０ 行政院農業委員会水産試験所 水産・環境科学総合研究科 平成２４年
６月８日

４１ 台北医学大学 医歯薬学総合研究科 平成２５年
１２月２日

４２

大 韓 民 国

濟州大学校 工学研究科 昭和６３年
１月２６日

平成２６年
６月３日

４３ 釜慶大学校 水産・環境科学総合研究科 昭和６３年
１月１３日

平成２６年
９月３０日

４４ 江原大学校 工学研究科 平成１４年
４月４日

平成２４年
４月２日

４５ 晋州保健大学 医歯薬学総合研究科 平成１４年
９月１１日

平成２４年
１２月２８日

４６ 昌原大学校 教育学部 平成１４年
１０月２４日

平成２４年
９月２５日

４７ 全南大学校 水産・環境科学総合研究科 平成１４年
１２月２０日

平成２３年
８月１７日

４８ 仁荷大学校 水産・環境科学総合研究科 平成１５年
７月４日

平成２５年
９月１６日

４９ 漢陽大学校 教育学部 平成１５年
１０月１０日

平成２３年
１０月１０日

５０ 延世大学校 教育学部 平成１５年
１１月１８日

平成２３年
１１月１８日

５１ 韓国海洋科学技術院 水産・環境科学総合研究科 平成１６年
２月１１日

平成２６年
２月１１日

５２ 慶北大学校 教育学部 平成１６年
９月３０日

平成２６年
９月３０日

５３ 韓国国立水産科学院 水産学部 平成１７年
３月７日

平成２２年
３月７日

５４ 梨花女子大学校 国際教育リエゾン機構 平成１８年
２月２２日

平成２３年
２月２２日

５５ 成均館大学校 国際教育リエゾン機構 平成１８年
３月２８日

平成２３年
３月２８日

５６ 慶熙大学校 国際教育リエゾン機構 平成１８年
８月２１日

平成２３年
８月２１日

５７ ハーリム大学校 医歯薬学総合研究科 平成１９年
５月２３日

平成２４年
５月２３日

５８ ソウル大学校 医歯薬学総合研究科 平成１９年
７月１６日

平成２４年
７月１６日

５９ プサン大学校 医歯薬学総合研究科 平成１９年
９月１３日

平成２４年
９月１３日

６０ 嶺南大学校 工学研究科 平成２０年
２月２８日

平成２５年
２月２８日

６１ 新羅大学校 教育学部 平成２０年
６月１７日

平成２５年
６月１７日

６２ 韓国教員大学校 教育学部 平成２２年
１０月２５日

６３ 全北大学校 工学研究科 平成２２年
１１月１日

６４ 中央大学校 経済学部 平成２４年
３月１日

６５ 韓信大学校 核兵器廃絶研究センター 平成２５年
６月２０日

６６ 慶尚大学校 医学部 平成２５年
１１月１日

６７ 釜山カトリック大学校 医歯薬学総合研究科 平成２６年
４月１日

６８ 東国大学校 多文化社会学部 平成２６年
１０月７日

２０１５．５．１

※（ ）は部局間協定
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相手国（地域） 相手機関 長崎大学の主管（締結）部局※ 締結年月日 更新年月日

６９

大 韓 民 国

亜州大学校 多文化社会学部 平成２６年
１２月３１日

７０ 延世大学校（原州キャンパス） 多文化社会学部 平成２７年
１月１５日

７１ 建国大学校 多文化社会学部 平成２７年
３月１０日

７２ モ ン ゴ ル 国 モンゴル国立医療科学大学 医歯薬学総合研究科 平成２０年
６月２５日

平成２５年
６月２５日

７３

タ イ 王 国

チェンマイ大学 熱帯医学研究所・経済学部 平成２年
９月５日

平成２３年
４月１日

７４ チュラロンコン大学 医歯薬学総合研究科 平成１１年
３月２６日

平成２６年
４月５日

７５ マヒドン大学 熱帯医学研究所 平成１１年
１１月１日

平成２２年
６月１４日

７６ タマサート大学 熱帯医学研究所 平成１８年
３月１３日

平成２３年
３月１３日

７７ タイ王国保健省医科学局 医歯薬学総合研究科 平成１８年
３月２５日

平成２３年
３月２５日

７８ カセサート大学経済学部 （多文化社会学部） 平成２６年
１２月２４日

７９

イ ン ド ネ シ ア
共 和 国

サムラトランギ大学 水産学部 平成５年
４月１９日

平成２２年
６月２９日

８０ アイルランガ大学 熱帯医学研究所 平成１６年
１月２０日

平成２６年
１月２０日

８１ ブラウィジャヤ大学 水産・環境科学総合研究科 平成２０年
９月９日

平成２５年
９月９日

８２ ボルネオ大学 水産学部 平成２２年
７月８日

８３ インドネシア大学 水産・環境科学総合研究科 平成２７年
１月３０日

８４ シ ン ガ ポ ー ル
共 和 国 シンガポール国立大学 医歯薬学総合研究科 昭和６２年

６月１５日
平成２７年
４月１６日

８５ マ レ ー シ ア マレーシア科学大学 水産学部 平成７年
５月１５日

平成２１年
９月３０日

８６ ブ ル ネ イ ・
ダ ル サ ラ ー ム 国 ブルネイ・ダルサラーム大学 多文化社会学部 平成２７年

１月２８日

８７

フ ィ リ ピ ン
共 和 国

フィリピン大学ディリマン校 多文化社会学部 平成１３年
４月１０日

平成２７年
４月１０日

８８ セントルークス医療センター 熱帯医学研究所 平成１６年
２月１７日

平成２６年
２月１７日

８９ サンラザロ病院 熱帯医学研究所 平成１６年
８月２０日

平成２６年
８月２０日

９０ イースト大学 医歯薬学総合研究科 平成１７年
１月２６日

平成２７年
１月２６日

９１ フィリピン大学ビサヤ校 医歯薬学総合研究科 平成２２年
３月１７日

９２ フィリピン大学マニラ校 熱帯医学研究所 平成２６年
１月２０日

９３
ベ ト ナ ム
社 会 主 義 共 和 国

国立衛生疫学研究所 熱帯医学研究所 平成１３年
６月２５日

平成２３年
１０月１２日

９４ カントー大学 水産・環境科学総合研究科 平成２４年
２月２３日

９５ 国立マラリア学寄生虫学昆虫学研究所 熱帯医学研究所 平成２５年
１１月１１日

９６ ミ ャ ン マ ー
連 邦 共 和 国

ミャンマー国保健省医科学局
及び医学研究局（南部・中部） 医歯薬学総合研究科 平成１９年

２月２０日
平成２４年
２月２０日

９７ マンダレー工科大学 工学研究科 平成２７年
４月１日

９８ バ ン グ ラ デ シ ュ
人 民 共 和 国

BRAC大学 熱帯医学・グローバルヘルス研究科 平成２０年
５月３０日

平成２５年
５月３０日

９９ イスラム大学 医歯薬学総合研究科 平成２７年
４月１６日

１００ ネ パ ー ル 連 邦
民 主 共 和 国 パタン医科大学 熱帯医学研究所 平成２６年

７月１日

１０１ イ ン ド インド国防省附属防衛科学技術研究所 熱帯医学研究所 平成２２年
１月２８日

１０２
オーストラリア連邦

エディスコーワン大学 多文化社会学部 平成２４年
１１月１９日

１０３ サンシャインコースト大学 多文化社会学部 平成２６年
３月１０日

２０１５．５．１

※（ ）は部局間協定
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相手国（地域） 相手機関 長崎大学の主管（締結）部局※ 締結年月日 更新年月日

１０４

オーストラリア連邦

サザンクロス大学 多文化社会学部 平成２６年
７月２０日

１０５ ビクトリア大学 多文化社会学部 平成２６年
８月１日

１０６ クイーンズランド工科大学 多文化社会学部 平成２６年
８月２５日

１０７ ウエスタンシドニー大学 多文化社会学部 平成２７年
３月２５日

１０８ ディーキン大学 水産・環境科学総合研究科 平成２７年
４月８日

１０９

ア メ リ カ 合 衆 国

サウス・カロライナ大学 水産・環境科学総合研究科 平成４年
１月２１日

平成２４年
５月２８日

１１０ ミシガン州立大学 医歯薬学総合研究科 平成１４年
３月６日

平成２５年
３月５日

１１１ ハワイ大学マノア校 水産・環境科学総合研究科 平成１９年
６月１４日

平成２４年
１０月１５日

１１２ ミネソタ州立大学マンケイト校 言語教育研究センター 平成２３年
１１月１４日

１１３ カリフォルニア州立大学
サンバーナディーノ校 経済学部 平成２４年

６月１３日

１１４ モンタナ大学 言語教育研究センター 平成２５年
５月２日

１１５ カリフォルニア州立大学モントレーベイ校 多文化社会学部 平成２６年
７月１５日

１１６ ベネディクティン大学 多文化社会学部 平成２６年
９月１２日

１１７ ノーザン州立大学 多文化社会学部 平成２６年
９月３０日

１１８ ウエスタンイリノイ大学 多文化社会学部 平成２６年
１０月７日

１１９ オターバイン大学 多文化社会学部 平成２６年
１０月１４日

１２０ アーカンソー工科大学 多文化社会学部 平成２６年
１０月１７日

１２１ ノーザンコロラド大学 多文化社会学部 平成２６年
１０月３１日

１２２ ノースダコタ州立大学 多文化社会学部 平成２６年
１２月１０日

１２３ ニューヨーク州立大学ジェネセオ校 多文化社会学部 平成２６年
１２月１７日

１２４ ディキンソン州立大学 多文化社会学部 平成２７年
１月３１日

１２５ ロングウッド大学 多文化社会学部 平成２７年
２月２３日

１２６ ペンシルベニア州立インディアナ大学 多文化社会学部 平成２７年
４月１３日

１２７

カ ナ ダ

マニトバ大学 多文化社会学部 平成２６年
１１月１０日

１２８ ニューファンドランドメモリアル大学 多文化社会学部 平成２６年
１１月１０日

１２９ ウィニペグ大学 多文化社会学部 平成２６年
１２月１８日

１３０ カルガリー大学 多文化社会学部 平成２７年
１月２０日

１３１ ブ ラ ジ ル
連 邦 共 和 国 南リオ・グランデカトリック大学 医歯薬学総合研究科 平成１８年

３月１０日
平成２３年
３月１０日

１３２

イ タ リ ア 共 和 国

トリノ工科大学 工学研究科 平成９年
８月１日

平成２４年
５月３０日

１３３ ナポリ大学フェデリコ� 工学研究科 平成１０年
５月４日

平成２５年
５月４日

１３４ バーリ大学 工学研究科 平成２０年
７月１０日

平成２５年
８月６日

１３５ トレント大学 医歯薬学総合研究科 平成２６年
９月１日

１３６ カ・フォスカリ大学 経済学部 平成２６年
１２月１９日

１３７ 英国（グレートブリ
テン及び北アイルラ
ン ド 連 合 王 国 ）

リバプール大学 医歯薬学総合研究科 平成１８年
３月６日

平成２３年
３月６日

１３８ ロンドン大学衛生熱帯医学大学院 熱帯医学・グローバルヘルス研究科 平成２５年
４月９日

２０１５．５．１

※（ ）は部局間協定
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相手国（地域） 相手機関 長崎大学の主管（締結）部局※ 締結年月日 更新年月日

１３９

英国（グレートブリ
テン及び北アイルラ
ン ド 連 合 王 国 ）

ヘリオットワット大学 工学研究科 平成２６年
１０月１日

１４０ エディンバラ大学 工学研究科 平成２６年
１０月１日

１４１ オックスフォード・ブルックス大学 多文化社会学部 平成２６年
１月２０日

１４２ ノーザンブリア大学ニューキャッスル校 多文化社会学部 平成２７年
２月１８日

１４３

ド イ ツ
連 邦 共 和 国

ビュルツブルク大学 医歯薬学総合研究科 平成８年
９月２６日

平成２３年
９月２７日

１４４ ヨハネス・グーテンベルク・マインツ大学 医歯薬学総合研究科 平成２２年
６月２１日

１４５ ライプニッツ予防研究・疫学研究所 原爆後障害医療研究所 平成２６年
８月７日

１４６ マンハイム大学社会科学部 （多文化社会学部） 平成２７年
１月７日

１４７ ニュルンベルク・ゲオルク・
シモン・オーム工科大学 多文化社会学部 平成２７年

２月２６日

１４８
ポルトガル共和国

ポルト大学 医歯薬学総合研究科 平成２２年
１１月２３日

１４９ フェルナンドペソア大学 多文化社会学部 平成２７年
２月１２日

１５０ オ ラ ン ダ 王 国 ライデン大学 医歯薬学総合研究科・多文化社会学部 平成１０年
９月２日

平成２５年
１１月８日

１５１
ベ ル ギ ー 王 国

アントワープ熱帯医学研究所 熱帯医学・グローバルヘルス研究科 平成２５年
１月２９日

１５２ ゲント大学人文・哲学部，
経済経営学部，生物工学部 経済学部・水産・環境科学総合研究科 平成２７年

３月１８日

１５３

フ ラ ン ス 共 和 国

オート・アルザス大学ミュールーズ
国立高等化学院 医歯薬学総合研究科 平成１７年

９月９日
平成２２年
９月９日

１５４ ギメ東洋美術館 （附属図書館） 平成２４年
７月１８日

１５５ ヨーロピアン・ビジネス・スクール
パリ校 経済学部 平成２５年

７月１日

１５６ アンジェ大学 医歯薬学総合研究科 平成２５年
７月９日

１５７
ス ペ イ ン 王 国

ポンティフィシア・コミージャス大学 工学研究科 平成２５年
７月２５日

１５８ マラガ大学 多文化社会学部 平成２７年
２月１３日

１５９ ブルガリア共和国 プロブディフ医科大学 医歯薬学総合研究科 平成２５年
７月２９日

１６０ ノ ル ウ ェ ー 王 国 ノルウェー科学技術大学 水産学部 平成１８年
１月１８日

平成２３年
１月１８日

１６１
ベ ラ ル ー シ
共 和 国

ベラルーシ医科大学 医歯薬学総合研究科 平成８年
５月２９日

平成２３年
７月２５日

１６２ ゴメリ医科大学 医歯薬学総合研究科 平成１４年
１月３１日

平成２４年
１月３１日

１６３ ベラルーシ卒後教育医学アカデミー 医歯薬学総合研究科 平成２０年
７月１１日

平成２５年
７月１１日

１６４ セメイ医科大学 医歯薬学総合研究科 平成１０年
３月４日

平成２５年
２月１日

１６５ カザフスタン放射線医学環境研究所 原爆後障害医療研究所 平成１４年
１２月１８日

平成２５年
２月１日

１６６ カ ザ フ ス タ ン
共 和 国

アスフェンディヤーロフ・
カザフ国立医科大学 医歯薬学総合研究科 平成２１年

８月２６日
平成２６年
７月１日

１６７ カザフスタン・ロシア医科大学 医歯薬学総合研究科 平成２３年
６月７日

１６８ シズガノフ国立外科科学センター 医歯薬学総合研究科 平成２４年
８月１日

１６９

ウ ク ラ イ ナ

国立ウクライナ医学アカデミーＶ．Ｐ．
コミサレンコ内分泌代謝研究所 原爆後障害医療研究所 平成１５年

２月２１日
平成２５年
２月１日

１７０ 国立ウクライナ医学アカデミー
放射線医学研究センター 原爆後障害医療研究所 平成１５年

２月２１日
平成２５年
２月１日

１７１ ウクライナ放射線防護研究所 原爆後障害医療研究所 平成２４年
１１月１６日

１７２
ロ シ ア 連 邦

ロシア連邦保健・社会開発省放
射線医学研究所 医歯薬学総合研究科 平成１４年

７月５日
平成２４年
１１月１日

１７３ 国立メーチニコフ名称北西医科大学 医歯薬学総合研究科 平成２５年
６月３０日

２０１５．５．１

※（ ）は部局間協定
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教員の海外渡航及び外国人研究者受入数（平成２６年度）

区 分 渡航者数 受入者数

ア
ジ
ア

中華人民共和国 ８１ １３

台 湾 ４７ ７

大 韓 民 国 ８５ １０

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

フィリピン共和国 ２６ ４

マ レ ー シ ア ５ ２

タ イ 王 国 ５１ ７

インドネシア共和国 １２ ２

ベトナム社会主義共和国 ８９ ２０

シンガポール共和国 １８ ０

ミャンマー連邦共和国 ２７ ０

そ の 他 ２９ ０

そ の 他 １１７ １０
南
北
中
央
ア
メ
リ
カ

アメリカ合衆国 ２００ ９

カ ナ ダ ２２ １

ブラジル連邦共和国 １２ １

そ の 他 １１ ０

中
東

ト ル コ 共 和 国 １１ ０

そ の 他 ４ ４

区 分 渡航者数 受入者数

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

Ｅ
Ｕ

英国（グレートブリテン及び
北アイルランド連合王国） ４７ １３

フランス共和国 ３４ ０

ドイツ連邦共和国 ４５ ３

オ ラ ン ダ 王 国 ２４ １

そ の 他 １１９ ３

ノルウェー王国 ３ ０

ス イ ス 連 邦 １５ ０

そ の 他 ０ ０
ロ
シ
ア
／
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国

ロ シ ア 連 邦 ５ ３

ベラルーシ共和国 １５ ２

カザフスタン共和国 ５ １１

そ の 他 ３ ０
ア
フ
リ
カ

ケ ニ ア 共 和 国 ６４ １６

そ の 他 ５１ １４

大洋州
オーストラリア連邦 ２８ ４

そ の 他 １ ０

合 計 １，３０６ １６０

相手国（地域） 相手機関 長崎大学の主管（締結）部局※ 締結年月日 更新年月日

１７４ ジ ョ ー ジ ア トビリシ国立医科大学 医歯薬学総合研究科 平成２７年
３月２７日

１７５

ケ ニ ア 共 和 国

ケニヤッタ大学 医歯薬学総合研究科 平成１６年
３月２９日

平成２６年
３月２９日

１７６ ケニア中央医学研究所 熱帯医学研究所 平成１６年
１１月１２日

平成２６年
１０月２０日

１７７ ナイロビ大学 医歯薬学総合研究科 平成２２年
４月２７日

平成２７年
４月２７日

１７８ ケニア国立海洋水産研究所 水産・環境科学総合研究科 平成２３年
８月２９日

１７９ モイ大学 工学研究科 平成２４年
１０月１０日

１８０ マセノ大学 国際連携研究戦略本部 平成２５年
６月２１日

１８１ 南アフリカ共和国 南アフリカ国立感染症研究所 熱帯医学研究所 平成２２年
７月８日

１８２ タ ン ザ ニ ア
連 合 共 和 国 ムヒンビリ健康科学大学 医歯薬学総合研究科 平成２３年

１２月２３日

１８３ ヨ ル ダ ン ・
ハシェミット王国 ヨルダン大学 医歯薬学総合研究科 平成１５年

３月１２日
平成２５年
８月１２日

１８４
ト ル コ 共 和 国

ガジ大学 工学研究科 平成２５年
７月２５日

１８５ イスタンブールゲリシム大学 工学研究科 平成２７年
３月２４日

２０１５．５．１

※（ ）は部局間協定
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産学官連携戦略本部

社会貢献

産学官連携戦略本部は，産学官連携，研究成果の評価・管理・活用，生涯学習に係わる大学全体の活動を，戦

略的な推進体制の下，総合的かつ機能的に実施することを目的として，共同研究支援部門，人材育成部門，知的

財産部門の３部門から構成される組織として２０１１年６月１日に設置されました。

共同研究支援部門は，大学と地域社会の接点を担い，研究シーズや情報の発信，技術相談への対応，先端分析

機器の保守・管理や依頼分析の実施，機器分析の技術指導，環境安全マネージメント全般の実践を行っています。

人材育成部門は，人材資源を活用して社会に貢献する部門として，起業支援や地域自治体への協力・支援，地

域における知識基盤社会の実現に向けた生涯学習の推進を行っています。

知的財産部門は，研究成果を知的財産として組織的に保護育成し，地場企業から国内外の企業まで幅広く公開

することで新製品・新産業創出へとつなぎ，その結果として地域・国際社会へ貢献できるように積極的な活動を

行っています。
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産学連携

共同研究

発明届件数

実施許諾権利数

受託研究

特許出願件数

実施許諾等収入（ライセンス・譲渡含む）
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平成２７年度予算額

外部資金等

財 政

（収 入）

■科学研究費助成事業

（支 出）

■奨学寄附金

■受託研究経費

■民間等との共同研究

研究種目 内定件数 予定額（千円）

新学術領域研究 １２ ８３，６００

基盤研究（Ｓ） １ ３１，１００

基盤研究（Ａ） １１ ９４，４００

基盤研究（Ｂ） ７７ ２７８，３００

基盤研究（Ｃ） ３０５ ３５７，２００

挑戦的萌芽研究 ７６ ８８，０００

若手研究（Ａ） ７ ３２，２００

若手研究（Ｂ） １３８ １５８，５００

研究活動スタート支援 １０ １０，０００

特別研究員奨励費 １３ １３，３００

合 計 ６５０ １，１４６，０００

件 数 金 額（千円）

１，６２４ １，０２９，６２５

件 数 金 額（千円）

２９９ １，４１４，１７１

件 数 金 額（千円）

１７１ ２５１，６９１

２０１５．５．１ 平成２６年度

平成２６年度

平成２６年度

配分予定額は直接経費のみを示している。
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文教キャンパス

キャンパス
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坂本キャンパス ①
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坂本キャンパス ②
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片淵キャンパス

附属学校（幼稚園・小学校・中学校） 附属特別支援学校
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厚生補導施設等
体育施設

その他主たる施設

施設名

地区名

体

育

館

弓

道

場

柔

道

場

剣

道

場

武

道

場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

グ
ラ
ウ
ン
ド

バ
レ
ー
コ
ー
ト

プ

ー

ル

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

備 考

文 教 地 区 ２ １ １ １ ８ １ ２ １ １ ・柔道場，剣道場及び武道場は各地区

の体育館内

・文教地区バレーコート，ハンドボー

ルコートはテニスコートと兼用

片 淵 地 区 １ ４ １

坂 本 地 区 ２ １ １ ２ １

計 ５ ２ １ １ １ １４ ３ ２ １ １

名 称 部 局 場 所 主 な 施 設 主 な 事 業 事 業 体

臨 海 研 修 所 学生支援部 西彼杵郡時津町子々川郷
宿 泊 施 設
食 堂
ボート

学生の課外活動
教 職 員 研 修 会
レクリエーション

長 崎 大 学

九州地区国立大学
島原共同研修センター

〃 島原市礫石原町甲１２０１
宿 泊 施 設
体 育 施 設

研 修 会
レクリエーション

長 崎 大 学

課 外 活 動
共 用 施 設

〃
文教町１－１４
長崎大学文教地区構内

共用室・研修室
ミーティングルーム

学生の課外活動 長 崎 大 学

学 生 会 館 〃 〃

就職支援・キャリア情報コーナー
共用談話室・集会室
和 室 ・ 茶 室
多 目 的 室

食 堂 ・ 喫 茶

売 店
理 ・ 美 容 室

就職情報の収集，提供，相談

学生の課外活動

食 品 販 売
食 堂 ・ 喫 茶
書籍・日用品販売
調 髪 ・ 美 容

長 崎 大 学
長崎大学生活協同組合
業 者

学 生 プ ラ ザ 〃 〃
多目的ホール１
多目的ホール２

学生の課外活動 長 崎 大 学

グローバル教育・
学 生 支 援 棟
学生交流プラザ

〃 〃 文教スカイホール
講 義 ， 講 演 会
学生の課外活動

長 崎 大 学

〃 〃 スチューデントラウンジ・ミーティングルーム 学生の課外活動 長 崎 大 学

課 外 活 動
共 用 施 設

経済学部
片淵４丁目２－１
長崎大学経済学部構内

談話室・共用室
共 用 会 議 室
音 楽 練 習 室
レコード鑑賞室
制作室・暗室
研 修 室

学生の課外活動 長 崎 大 学

坂本１団地地区
課外活動共用施設

医 学 部
医 学 科

坂本１丁目１２－４
長崎大学医学部構内

共 用 室
音 楽 練 習 室
室 外 器 具 庫

学生の課外活動 長 崎 大 学
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土地・建物・船舶

土地・建物

名 称 部 局 場 所 主 な 施 設 主 な 事 業 事 業 体

坂本２団地地区
課外活動共用施設

医 学 部
保健学科

坂本１丁目７－１
長崎大学医学部保健学科構内

談 話 室
器 具 庫

学生の課外活動 長 崎 大 学

扶 揺 会 館 経済学部
片淵４丁目２－１
長崎大学経済学部構内

談 話 室
食 堂 ・ 売 店

書籍・食堂・日用品販売
長 崎 大 学
長崎大学生活協同組合

福利厚生施設
医 学 部
医 学 科

坂本１丁目１２－４
長崎大学医学部構内

談 話 室
食 堂 ・ 売 店

食 堂
書籍・食品・日用品販売

長 崎 大 学
長崎大学生活協同組合

〃 歯 学 部
坂本１丁目７－１
長崎大学歯学部構内

学生自習室・
セミナー室・
和室・軽食室

学生の課外活動
食 堂
書籍・日用品販売

長 崎 大 学
長崎大学生活協同組合

〃
医 学 部
保健学科

坂本１丁目７－１
長崎大学医学部保健
学科構内（２店舗）

食 堂
売 店

食 堂
日 用 品 販 売

長崎大学生活協同組合

施 設 等 所 在 地
土 地 （�） 建 物（�）

大 学 借 用 大 学 借 用

文 教 キ ャ ン パ ス 長崎市文教町１－１４ １８７，１２５
４１，３５３
１２１，１２９

教 職 員 施 設（観月荘） 長崎市上西山町１１－１，１１－１３ ９０３
２２８
３９９

臨 海 研 修 所 西彼杵郡時津町子々川郷 １，４５１ １０６
３７１
６１６

教育学部附属幼稚園，附属小学校，附属中学校 長崎市文教町４－２３ ５１，１８５
８，９８５
１６，１５７

教 育 学 部 附 属 特 別 支 援 学 校 長崎市柳谷町４２－１ １２，５２９
２，４５２
３，５２７

片 淵 キ ャ ン パ ス 長崎市片淵４丁目２－１ ５１，８４３
６，８４０
１６，４２２

坂 本 キ ャ ン パ ス １ 長崎市坂本１丁目１２－４ ９１，２３１
１８，０１９
５５，０１８

医 学 部 納 骨 堂 長崎市銭座町４－５９ ４８
１３
１３

坂 本 キ ャ ン パ ス ２ 長崎市坂本１丁目７－１ ８６，８０７
３１，５９０
１６９，４８８

野 母 崎 研 究 施 設 長崎市野母町野母１３２１ １５，８９９
４４８
４４８

水 産・環 境 科 学 総 合 研 究 科
附属環東シナ海環境資源研究センター 長崎市多以良町１５５１－７ １０，９００

１，６８８
２，６４８

職 員 宿 舎 ２２，７５３ ２，６００
１１，３３５

１，１０６
３，３０４
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船舶

施 設 等 所 在 地
土 地 （�） 建 物 （�）

大 学 借 用 大 学 借 用

九州地区国立大学島原共同研修センター 島原市礫石原町甲１２０１ １２０，２８６
１，７９３
２，３２９

国 際 交 流 会 館
長崎市西町１２－１

３，０４４
６３５
１，８３７

４９９
１，３００

職 員 宿 舎 ３，００８
９１０
２，４１４

国 際 学 寮 ホ ル テ ン シ ア 長崎市白鳥町８－７７，８－７８ ３，１４２ ７２２
２，１６６

計 ６５８，９６４ ３，２９６
１１７，０１５
４０１，３６６

３，２３７
９，１８４

合 計 ６６２，２６０

所 属 船 名 構 成 総トン数 馬 力 備 考

水 産 学 部
長 崎 丸 鋼 船 ８４２．００ ２，８００ 教員，その他の船員２２名，

学生収容人員４０名

鶴 洋 丸 アルミニウム合金船 １５５．００ １，４２８×２ 教員，その他の船員１５名，
学生収容人員１８名

学 生 支 援 部 琴 風 Ｆ Ｒ Ｐ ９０ 救助艇，乗船定員１０名
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部局等所在地一覧

部 局 の 名 称 電 話 番 号 所 在 地

・国 際 連 携 研 究 戦 略 本 部
・産 学 官 連 携 戦 略 本 部
共 同 研 究 支 援 部 門
人 材 育 成 部 門

知 的 財 産 部 門
・広 報 戦 略 本 部
・研 究 推 進 戦 略 本 部
・国 際 教 育 リ エ ゾ ン 機 構
・監 査 室
・事 務 局

・保健・医療推進センタ ー
・先導生命科学研究支援センター
ア イ ソ ト ー プ 実 験 施 設
動 物 実 験 施 設
遺 伝 子 実 験 施 設

・Ｉ Ｃ Ｔ 基 盤 セ ン タ ー
・大学教育イノベーションセンター
・先 端 計 算 研 究 セ ン タ ー
・言 語 教 育 研 究 セ ン タ ー
・核兵器廃絶研究センタ ー
・学 務 情 報 推 進 室
・や っ て み ゅ ー で ス ク
・男女共同参画推進センター
・先端創薬イノベーションセンター
・地域教育連携・支援センター
・障 が い 学 生 支 援 室
・福島未来創造支援研究センター
・インスティテューショナル・リサーチ室

０９５‐８１９‐７００８

０９５‐８１９‐２２３１
０９５‐８１９‐２２２９（人材育成室）
０９５‐８１９‐２２３３（生涯教育室）
０９５‐８１９‐２１８８
０９５‐８１９‐２００７
０９５‐８１９‐２２０８
０９５‐８１９‐２１２０
０９５‐８１９‐２１８２
０９５‐８１９‐２０１６（総務企画課）
０９５‐８１９‐２０３２（人事課）
０９５‐８１９‐２０３９（研究企画課）
０９５‐８１９‐２０３８（産学官連携課）
０９５‐８１９‐２０５０（財務企画課）
０９５‐８１９‐２０６０（財務管理課）
０９５‐８１９‐２１６１（調達課）
０９５‐８１９‐２０７２（教育支援課）
０９５‐８１９‐２１０３（学生支援課）
０９５‐８１９‐２１１１（入試課）
０９５‐８１９‐２１３１（施設企画課）
０９５‐８１９‐２１３７（施設整備課）
０９５‐８１９‐２１４１（施設管理課）
０９５‐８１９‐２０２２（情報企画課）
０９５‐８１９‐２１９３（学術情報管理課）
０９５‐８１９‐２１９８（学術情報サービス課）
０９５‐８１９‐２２１４

０９５‐８１９‐７１５０
０９５‐８１９‐７１３４
０９５‐８１９‐７１９１
０９５‐８１９‐２２２２
０９５‐８１９‐２０７７
０９５‐８１９‐２７０５
０９５‐８１９‐２０７７
０９５‐８１９‐２１６４
０９５‐８１９‐２０７２
０９５‐８１９‐２８７０
０９５‐８１９‐２８８９
０９５‐８１９‐２２３０
０９５‐８１９‐２１８４
０９５‐８１９‐２００６
０９５‐８１９‐７０９８
０９５‐８１９‐２０２２

〒８５２－８５２３ 長崎市坂本１丁目１２－４

〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〒８５２－８５２３ 長崎市坂本１丁目１２－４
〃
〃

〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

50 Nagasaki University 2015



部 局 の 名 称 電 話 番 号 所 在 地

・国 際 交 流 会 館
・国 際 交 流 会 館 坂 本 分 館
・国 際 学 寮 ホ ル テ ン シ ア
・臨 海 研 修 所
・九州地区国立大学島原共同研修センター
・東 京 事 務 所
・多 文 化 社 会 学 部
・教 育 学 部
附 属 幼 稚 園
附 属 小 学 校
附 属 中 学 校
附 属 特 別 支 援 学 校
附属教育実践総合センター

・経 済 学 部
・医 学 部
医 学 科
保 健 学 科

・病 院
・歯 学 部
・薬 学 部
・工 学 部
・環 境 科 学 部
・水 産 学 部
水産学部附属練習船長崎丸
水産学部附属練習船鶴洋丸

・熱 帯 医 学 研 究 所
附属アジア・アフリカ感染症
研 究 施 設
附属熱帯医学ミュージアム

・原 爆 後 障 害 医 療 研 究 所
・附 属 図 書 館（中央図書館）
附 属 図 書 館（医学分館）
附属図書館（経済学部分館）

・工 学 研 究 科
・水産・環境科学総合研究科
水 産 科 学 領 域
環 境 科 学 領 域
附属環東シナ海環境資源研究センター

・生 産 科 学 研 究 科
・医歯薬学総合研究科（医学系）

（保健学系）
（歯学系）
（薬学系）

附 属 薬 用 植 物 園
・国 際 健 康 開 発 研 究 科
・熱帯医学・グローバルヘルス研究科

０９５‐８４５‐０２０１
０９５‐８１９‐７５１９
０９５‐８１９‐０２０１
０９５‐８８２‐８３０１
０９５７‐６４‐２２０１
０３‐６２５７‐１９４０
０９５‐８１９‐２９３４
０９５‐８１９‐２２６３
０９５‐８１９‐２２８８
０９５‐８１９‐２２７２
０９５‐８１９‐２２７８
０９５‐８４５‐５６４６
０９５‐８１９‐２２９１
０９５‐８２０‐６３００

０９５‐８１９‐７００４
０９５‐８１９‐７９００（番号案内）
０９５‐８１９‐７２００ 〃
０９５‐８１９‐７６００ 〃
０９５‐８１９‐２４１３
０９５‐８１９‐２４８９
０９５‐８１９‐２７１３
０９５‐８１９‐２７９３
０９０‐３０２２‐２０４３
０９０‐３０２２‐２０４４
０９５‐８１９‐７８００（番号案内）

〃

０９５‐８１９‐７８６８
０９５‐８１９‐７００４
０９５‐８１９‐２１９３
０９５‐８１９‐７０１３
０９５‐８２０‐６３０９
０９５‐８１９‐２４８９

０９５‐８１９‐２７９３
０９５‐８１９‐２７１３
０９５‐８５０‐７３１１
０９５‐８１９‐２４９１
０９５‐８１９‐７００４
０９５‐８１９‐７９００（番号案内）
０９５‐８１９‐７６００ 〃
０９５‐８１９‐２４１３
０９５‐８１９‐２４１３
０９５‐８１９‐７５８３
０９５‐８１９‐７５８３

〒８５２－８０４３ 長崎市西町１２－１
〒８５２－８１０２ 長崎市坂本１丁目７－１
〒８５２－８０４２ 長崎市白鳥町８－７７，８－７８
〒８５１－２１１１ 西彼杵郡時津町子々川郷
〒８５５－００２６ 島原市礫石原町甲１２０１
〒１０５－０００３ 東京都港区西新橋１－１８－６ クロスオフィス内幸町５０３
〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４

〃
〒８５２－８１３１ 長崎市文教町４－２３

〃
〃

〒８５２－８０４６ 長崎市柳谷町４２－１
〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４
〒８５０－８５０６ 長崎市片淵４丁目２－１

〒８５２－８５２３ 長崎市坂本１丁目１２－４
〒８５２－８５２０ 長崎市坂本１丁目７－１
〒８５２－８５０１ 〃
〒８５２－８５８８ 〃
〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４

〃
〃
〃

〒８５１－２２１３ 長崎市多以良町
〃

〒８５２－８５２３ 長崎市坂本１丁目１２－４
〃

〃
〃

〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４
〒８５２－８５２３ 長崎市坂本１丁目１２－４
〒８５０－８５０６ 長崎市片淵４丁目２－１
〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４

〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４
〃

〒８５１－２２１３ 長崎市多以良町１５５１－７
〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４
〒８５２－８５２３ 長崎市坂本１丁目１２－４
〒８５２－８５２０ 長崎市坂本１丁目７－１
〒８５２－８５８８ 長崎市坂本１丁目７－１
〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４
〒８５２－８５２１ 長崎市文教町１－１４
〒８５２－８５２３ 長崎市坂本１丁目１２－４

〃
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長崎大学位置図

●１ 臨海研修所

●２ 水産・環境科学総合研究科附属環東シナ海環境資源研究
センター

●３ 野母崎研究施設

●４ 九州地区国立大学島原共同研修センター

●５ 教育学部附属幼稚園，附属小学校，附属中学校

●６ 教育学部附属特別支援学校

●７ 産学官連携戦略本部，広報戦略本部，研究推進戦略本部，
国際教育リエゾン機構，監査室，事務局，
多文化社会学部，教育学部，教育学研究科，
附属教育実践総合センター，薬学部，工学部，
環境科学部，水産学部，附属図書館，工学研究科，
水産・環境科学総合研究科，
医歯薬学総合研究科（薬学系），附属薬用植物園，
保健・医療推進センター，
ICT基盤センター，大学教育イノベーションセンター，
先端計算研究センター，言語教育研究センター，
核兵器廃絶研究センター，学務情報推進室，
やってみゅーでスク，男女共同参画推進センター，
先端創薬イノベーションセンター，
地域教育連携・支援センター，障がい学生支援室，
福島未来創造支援研究センター

●８ 国際交流会館

●９ 国際連携研究戦略本部，医学部（医学科），
熱帯医学研究所，原爆後障害医療研究所，
医歯薬学総合研究科（医学系），国際健康開発研究科，
先導生命科学研究支援センター，
附属図書館（医学分館），
熱帯医学・グローバルヘルス研究科

●１０ 病院，歯学部，
医歯薬学総合研究科（保健学系・歯学系），
医学部（保健学科），国際交流会館坂本分館

●１１ 経済学部，経済学研究科，附属図書館（経済学部分館）

●１2 国際学寮ホルテンシア
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長崎大学ロゴマーク

正式ロゴマーク

従来，長崎大学で使用されていたシンボルマーク（帆船マーク）は，昭和２４年に大学構

成員の連帯意識を高め，総合大学として発展するための心のよりどころとして，鎖国時代

の文化の門戸であった長崎に因むオランダ船の舳先に NU（Nagasaki University）の頭文字を

付け，右肩に「大學」の字を配したマークが制定されました。

国立大学法人化を機に従来のシンボルマークを精緻化し，新たに正式ロゴマークとして

平成１７年４月１日に制定したものです。

略式ロゴマーク

正式ロゴマークとは別に広く使用するものとして新たに略式ロゴマークを平成１７年４月

１日に制定しました。

中央にある“黄色系の図形”は「学生・教職員」を，右にある“緑色系の図形”は自然

環境の豊かな「地域・日本国土」を，そして左にある“青色系の図形”は「地域・日本国

土」を取り巻く「広大な海とその先にある国際社会」を表します。

これらの図形の“重なり”はそれぞれの分野での「調和と貢献」を，また“黄色系の円”

は「創造」を表しています。

全体を見ると「学生・教職員」と「地域・日本国土」とにより形作られる“人”と「国

際社会」とにより形作られた“人”とはさらに合わさって，「長崎大学」を表す“Ｎ”を

構成しています。
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